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平成１7年10月　広報なかの  ２

　

平
成
十
七
年
四
月
一
日
に
合
併
し
て
、新
し
い「
中
野
市
」が
誕
生
し
、半

年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、旧
中
野
市
と
旧
豊
田
村
の
最
後
の
締
め
く
く
り
と
な
る「
平

成
十
六
年
度
決
算
」
が
、
九
月
市
議
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
両
市
村
の
平
成
十
六
年
度
決
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。 平

成　

年
度
決
算

16
（
旧
中
野
市
・
旧
豊
田
村
）

　

平
成
十
六
年
度
の
国
内
経
済
は
、
一
部

に
弱
い
動
き
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
年
度

全
体
を
通
し
て
み
る
と
、
企
業
収
益
が
大

幅
に
改
善
す
る
な
ど
、
企
業
部
門
が
引
き

続
き
堅
調
に
推
移
し
、
雇
用
環
境
が
持
ち

直
す
動
き
が
見
ら
れ
、
民
間
需
要
中
心
の

回
復
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
物
価
に
つ
い
て
は
、
国
内
企
業

物
価
は
原
油
な
ど
、
素
材
価
格
が
高
騰
し

た
影
響
に
よ
る
上
昇
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

消
費
者
物
価
は
、
前
年
比
で
小
幅
な
下
落

基
調
が
続
き
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ
レ
ー
タ
ー（
物

価
変
動
指
数
）
は
、
緩
や
か
な
低
下
を
続

け
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
物
価
動
向
を
総
合
的
に
み
る

と
、
日
本
経
済
は
緩
や
か
な
デ
フ
レ
状
況

で
推
移
し
て
き
ま
し
た
。

　

日
本
政
府
は
昨
年
に
引
き
続
き
、「
経
済

財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方

針
２
０
０
４
」
を
平
成
十
六
年
六
月
四
日

の
閣
議
で
決
定
し
、
三
位
一
体
の
構
造
改

革
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
旧
中
野
市
及

び
旧
豊
田
村
で
は
、
順
調
に
事
業
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

※
平
成
十
六
年
度
決
算
は
四
月
一
日
の
合

併
に
よ
り
、
三
月
三
十
一
日
で
打
ち
切

り
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

出
納
整
理
期
間
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

未
収
金
及
び
未
払
金
が
発
生
し
て
お
り
、

一
部
の
会
計
に
お
い
て
は
収
支
が
整
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
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地
方
公
共
団
体
の
出
納
は
、
翌

年
度
の
五
月
三
十
一
日
を
も
っ
て

閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
会
計
年
度
は
四
月
一
日
か
ら

翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
当
該
会
計
年
度

の
終
了
す
る
三
月
三
十
一
日
の
翌

日
で
あ
る
四
月
一
日
か
ら
五
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
を
出
納
整
理
期

間
と
い
い
ま
す
。

出
納
整
理
期
間
と
は
…

平成16年度会計別決算額 （旧中野市）               単位：万円

平成16年度会計別決算額 （旧豊田村）               単位：万円

歳出決算額歳入決算額会　　計　　名
154億　977155億5,325  一　　般　　会　　計
34億5,75234億  575国民健康保険事業

特別会計

33億4,95133億5,009老人保健医療事業
17億7,95218億8,163介護保険事業

7,6727,672社会就労センター事業
783802住宅改修資金貸付事業
683801倭財産区事業
312368中野財産区事業

３億2,555３億2,555学校給食共同調理場事業
25億8,79325億8,712下水道事業
10億8,136８億  553農業集落排水事業
126億7,589124億5,210小　　　　計
14億6,76512億2,372水道事業企業会計
295億5,331292億2,907総　　　　計

歳出決算額歳入決算額会　　計　　名
38億6,24639億4,027  一　　般　　会　　計

3,7873,883農業農村情報連絡施設運営

特別会計

3,3213,322福祉企業センター
624928同和地区住宅新築資金等貸付

３億9,911４億5,612国民健康保険
４億6,423４億9,006老人保健
３億4,648３億6,218介護保険(保険事業勘定)

2,0552,106介護保険(介護サービス事業勘定)
２億5,370２億8,889農業集落排水事業

6,8667,845特定環境保全公共下水道事業
5163永田財産区

16億3,05617億7,872小　　　　計
２億1,838１億7,789水道事業企業会計
57億1,14058億9,688総　　　　計

３　 平成１7年10月　広報なかの

★
旧
中
野
市
の
決
算
★

　

引
き
続
く
景
気
低
迷
の
影
響
に
よ
る
、

市
税
や
地
方
交
付
税
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

予
算
規
模
が
縮
小
す
る
中
に
あ
っ
て
、
合

併
準
備
の
た
め
の
電
算
一
元
化
事
業
の
増

加
、
公
債
費
比
率
の
上
昇
等
、
厳
し
い
状

況
が
続
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
経
常
経
費
の
削
減
、

国
・
県
補
助
事
業
等
の
有
利
な
事
業
の
導

入
、
起
債
及
び
債
務
負
担
額
の
抑
制
等
を

行
い
、
地
域
の
活
性
化
、
福
祉
都
市
の
実

現
な
ど
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
事
業
を

重
点
的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

施
策
面
に
お
い
て
は
、
継
続
事
業
の
早

期
完
成
、
既
存
施
策
の
拡
充
、
新
規
施
策

の
発
掘
等
を
、
景
気
及
び
「
三
位
一
体
の

改
革
」
の
動
向
に
配
慮
し
つ
つ
、
健
全
財

政
の
堅
持
を
図
り
な
が
ら
、
市
民
生
活
の

安
定
性
の
確
保
に
向
け
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
合
併
を
視
野
に
入
れ
た
中
で
は

あ
っ
て
も
、
第
３
次
総
合
計
画
の
前
期
基

本
計
画
に
沿
い
、
目
指
す
都
市
像
を
「
ひ

ろ
が
る　

つ
な
が
る　

小
さ
な
地
球
都
市

〜
光
、
緑
、
交
流
の
ま
ち　

信
州
中
野
〜
」

と
し
、
そ
の
具
現
化
に
向
け
て
五
つ
の
重

点
施
策
を
柱
に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
一
五
五
億
五
、

三
二
五
万
円
、
歳
出
総
額
は
一
五
四
億
九

七
七
万
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
一
億

四
、
三
四
八
万
円
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
繰

越
明
許
に
よ
る
翌
年
度
繰
越
額
が
八
五
四

万
円
あ
る
た
め
、
実
質
収
支
で
は
一
億
三
、

四
九
四
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
、
企
業
会
計
を
加
え
た
十

二
会
計
全
体
で
は
、
歳
入
総
額
は
二
九
二

億
二
、
九
〇
七
万
円
、
歳
出
総
額
は
二
九

五
億
五
、
三
三
一
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

★
旧
豊
田
村
の
決
算
★

　

旧
豊
田
村
で
は
、
豊
か
な
長
寿
社
会
の

実
現
、
快
適
な
生
活
環
境
の
形
成
、
優
れ

た
自
然
環
境
の
保
全
、
地
域
生
活
基
盤
の

整
備
、
将
来
を
担
う
若
者
の
育
成
と
い
っ

た
活
力
の
あ
る
村
づ
く
り
を
目
指
し
、
第

四
次
総
合
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
中
長
期

的
な
観
点
に
た
っ
て
、
合
併
を
視
野
に
入

れ
、
行
財
政
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、

健
全
財
政
を
維
持
し
つ
つ
、
間
断
の
な
い

村
政
の
発
展
を
期
し
、
各
種
事
業
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

　

基
本
的
事
項
と
し
て
、
総
合
振
興
計
画

の
尊
重
、
施
策
づ
く
り
と
財
源
の
重
点
的

配
分
、
行
財
政
の
簡
素
効
率
化
を
柱
に
、

多
様
化
す
る
村
民
要
望
の
的
確
な
把
握
、

新
た
な
創
意
工
夫
に
よ
る
、
村
民
一
人
ひ

と
り
が
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
施
策
づ
く

り
、
村
民
の
視
点
に
立
っ
て
の
施
策
の
点

検
・
評
価
を
行
い
、
施
策
の
再
構
築
を
図

る
ほ
か
、
限
ら
れ
た
財
源
の
最
大
限
の
活

用
に
心
掛
け
、
執
行
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
三
九
億
四
、

〇
二
七
万
円
、
歳
出
総
額
は
三
八
億
六
、

二
四
六
万
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
七
、

七
八
一
万
円
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
、
企
業
会
計
を
加
え
た
十

二
会
計
全
体
で
は
、
歳
入
総
額
は
五
八
億

九
、
六
八
八
万
円
、
歳
出
総
額
は
五
七
億

一
、
一
四
〇
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
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決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決
算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算
のののののののののののののののののののののののののののののののの
状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状
況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況

決
算
の
状
況

平
成　

年
度
決
算
額
の
内
容 （
一
般
会
計
）

16

旧中野市旧豊田村

歳　入
155億5,325万円

市税市税
48億2,461万円48億2,461万円
31.0%31.0%

地方交付税地方交付税
41億5,474万円41億5,474万円
26.7%26.7%

市債市債
25億8,980万円25億8,980万円
16.7%16.7%

その他 9億4,290万円 6.0%その他 9億4,290万円 6.0%

県支出金 2億8,138万円 1.8%

分担金・負担金
3億2,813万円 2.1%

地方消費税交付金
4億6,139万円 3.0%
諸収入
5億980万円 3.3%

繰入金繰入金 
7億2,723万円 4.7%7億2,723万円 4.7%

国庫支出金国庫支出金
7億3,327万円 4.7%7億3,327万円 4.7%

歳　出
154億977万円

民生費民生費
32億2,236万円32億2,236万円
20.9%20.9%

公債費公債費
27億746万円27億746万円
17.6%17.6%

総務費総務費
21億293万円21億293万円
13.6%13.6%

その他 7億5,870万円 5.0%その他 7億5,870万円 5.0%

衛生費
12億4,016万円 8.0%

土木費土木費
19億9,151万円19億9,151万円
12.9%12.9%

教育費教育費
18億8,244万円18億8,244万円
12.2%12.2%

商工費・労働費
6億2,516万円 4.1%

農林水産業費
8億7,905万円 
5.7%

歳　入
39億4,027万円

歳　出
38億6,246万円

総務費総務費
12億1,033万円12億1,033万円
31.3%31.3%

民生費民生費
6億684万円6億684万円
15.7%15.7%

公債費公債費
5億3,766万円5億3,766万円
13.9%13.9%

 教育費 3億6,493万円
　　　　9.5%

土木費 2億8,730万円土木費 2億8,730万円
7.5%　　　　7.5%

その他 3億675万円 7.9%その他 3億675万円 7.9%

商工費・労働費
1億3,468万円 3.5%

衛生費
2億2,402万円
5.8%

農林水産業費
1億8,995万円
4.9%

地方交付税地方交付税
13億6,246万円13億6,246万円
34.6%34.6%

繰入金繰入金
13億261万円13億261万円
33.0%33.0%

村債村債
4億970万円4億970万円
10.4%10.4%

村税村税
3億6,129万円3億6,129万円
9.2%9.2%

その他 2億7,056万円 6.8%その他 2億7,056万円 6.8%

国庫支出金 6,165万円 1.6%

使用料及び手数料
1,608万円 0.4%

県支出金 
8,520万円 2.2%

諸収入
7,072万円 1.8%
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旧中野市

●高齢者在宅サービス事業（独り暮らし安心コール
事業から切替の緊急通報システム業務委託など、
在宅の寝たきり老人等及び家庭介護者に対して各
種サー ビスを実施）…… …………………4,267万円
●子育て支援センター事業（中央子育て支援センタ
ーの開設など、子育て家庭の育児支援を行い、子
育て支援の 充実を実施）…………………2,410万円
●健康増進健康診査事業（50歳以上の男性を対象と
した前立腺がん検診の実施や、いきいき健診事業
などを実施） ……………………………１億298万円
●女性相談窓口設置事業（様々な女性の悩みや不安
を聴き、解決の道を探す、女性が気軽に相談でき
る窓口を設置）………………………………87万円

●売れる農業推進事業（農業者・農業団体や商工団
体、市民による交流・生産・加工・流通を通じた
総合的施策の展開による中野ブランドの構築など
を実施） ……………………………………1,408万円
●アグリチャレンジャー支援事業（ワイン醸造施設
建設に対する補助金の交付 ）……………7,016万円
●金融対策事業（中小企業者の経営基盤強化を図る
ため、融資資金の利子補給の交付など）
　 ……………………………………… ３億7,561万円

●小学校改築事業（老朽化した平岡小学校の屋内運
動場の改築及び延徳小学校中庭の整備）
　 …………………………………………   ３億786万円
●中学校改築事業(高社中学校武道場・技術科棟の建
設と外構整備及び南宮中学校のグラウンド整備） 
  ……………………………………… ４億3,316万円
●学校給食共同調理場改築事業(学校給食共同調理
場の改築にあたり、北部給食センターの設計業務
など）……… ………………………………1,513万円
●十三崖のチョウゲンボウ繁殖地環境回復事業（十
三崖のチョウゲンボウ繁殖地の環境回復を図るた
め、現況生息調査等の実施及び保全繁殖計画の作
成など、整備計画の策定を実施） …………326万円

人権を重んじ安心して暮らせる
健康福祉都市をめざして

豊かな心の響きあう
教育文化都市をめざして

時代の変化に強い
高度産業都市をめざして

●ごみ減量化・再資源化事業（生ごみの有効活用や
古紙等の収集活動への補助及び廃食用油の無料収
集の実施など） … ……………………………752万円
●じん芥処理事業（じん芥収集車を購入し、じん芥
収集などを実施）……… …………………5,789万円
●農業集落排水事業（倭地区で処理施設を整備して
一部供用を開始し、科野・大俣地区等でも施設を
整備） ……………………………… 10億8,136万円

循環・共生・参加の
環境都市をめざして

●幹線道路整備事業（幹線道路の新設及び拡幅改良
による道路の整備）…………… ……３億1,003万円
●公園整備事業（一本木公園と中央広場公園の花壇
等の造成工事） ……………………………1,595万円
●水源調査事業（地下水脈の確認調査及び試験掘削
による揚水量と水質の確認業務を実施）…873万円

安全で住みよい交流都市をめざして

平成16年度に行った主な事業

▲新しくなった平岡小学校の屋内運動場

平成１7年10月　広報なかの  ４

※普通会計には、一般会計のほか、社会就労センター事業、住宅改修資金
貸付事業、学校給食共同調理場事業が含まれています。

市民一人当りでは (普通会計)

市税収入　112,031円
歳入総額　345,090円
歳出総額　341,754円

平成17年３月31日
の住民基本台帳人口
43,065人で計算

市　

民　

税

固
定
資
産
税

地
方
交
付
税

国
庫
支
出
金

県
支
出
金

地　

方　

債

分　

担　

金

負　

担　

金

使　

用　

料

手　

数　

料

３
７
、 ０
８
２

５
５
、 ８
７
１

９
６
、 ４
７
６

１
７
、 ０
２
７

６
、 ５
３
７

８
、 ７
３
２

３
７
、 ９
５
４

２
、 ８
４
５

歳入 歳出

人

件

費

扶

助

費

民

生

費

農

林

費

商

工

費

土

木

費

教

育

費

公

債

費

７
２
、 ７
１
４

２
９
、 ２
４
４

７
９
、 ９
７
８

２
０
、 ３
５
７

１
２
、 ５
７
３

４
６
、 ２
２
１

４
９
、 ４
９
５

４
０
、 ８
６
８

 （単位：円）  （単位：円）主な項目主な項目
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旧豊田村
平成16年度に行った主な事業

�
９
月
に
豊
田
村
役
場
庁
舎

が
竣
工 （
現
在
は 
豊
田
支
所
）

５　 平成１7年10月　広報なかの

　10月３日、東京都中野区と不測の災害に備えて、
相互応援協定を結びました。この協定は、今年８月
下旬に中野区から災害時における相互応援協定につ
いての打診をいただき、このたび締結となりました。

　中野区との交流については、旧中野市の市制施行
30周年及び中野市農協合併20周年にあたる昭和59年
に、市の農産物を中野区の「中野まつり」において
ＰＲをしてから、現在も交流が続いています。

●一般管理費（職員に関する費用及び各種報酬、村
内外への文書配達及び郵送料などの費用）
　 …………………………………………４億8,777万円
●財産管理費（ＪＲ替佐駅トイレ改修工事及び役場
庁舎建設工事のほか、庁舎等の施設の保守点検、
維持管理の費用な ど） ……………… ５億7,551万円
●企画費（合併アンケートの実施などの合併に関す
る費用、｢広報とよた｣縮刷版の発行費用など）
　 ……………………………………………  2,833万円

総務費関係

●社会福祉総務費（高齢者や障害者のための各種施
策の実施など） ………………………  ３億6,858万円
●第１・第２保育所費(保育所の運営）
　 …………………………………………   １ 億1,040万円
●隣保館費(隣保館改修工事、人権同和教育・啓発の
推進及び隣保館の管理運営費用など） … 2,114万円

民生費関係

●健康管理費（各種健診などの健康診査事業の実施
など） …………………………………… …1,322万円
●環境衛生費（良好な生活環境保全のため、水質汚
濁監視、合併処理浄化槽の設置補助、廃棄物の適
正処理の実施など） ………………… １億1,658万円
●じん芥処理費（ごみの減量化及び適正処理の推進、
空きびん、ペットボトル、紙パックの収集、古紙
等の資源物回収支援の実施など ） ……… 4,160万円

衛生費関係

●中山間地域直接支払推進事業費（中山間地域直接
支払推進事業制度の推進など） ………… 1,144万円
●農地費（水路及び農道の改良をし、農業生産基盤
を整備） ………………………………… … 2,874万円
●林業振興費（涌井斑山線の林道整備や森林居住環
境整備事業など、林業振興の実施） …… 8,567万円

農林水産業費関係

●給食センター運営費（小学校児童及び中学校生徒
に給食を実施） …………………………… 4,712万円
●学校管理費・教育振興費（教育環境の充実と円滑
な学校運営、豊かな心と健やかな体を育む教育の
振興の実施など） ………………………２億917万円
●社会教育総務費（豊田村史の編さんや青少年スポ
ーツ活動補助金の交付など） ………… …2,292万円

教育費関係

●道路新設改良費（村道の改良・整備など）
　 …………………………………………… 8,191万円
●下水道対策費（下水道の利用促進を図るため、宅
内配管事業補助金等の交付など） ……… 7,108万円
●道路維持費（除雪の委託料や除雪機械等車両維持
管理、その他道路維持費など） ………… 8,340万円

土木費関係

東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区東京都中野区と災害時における相互応援協定を締結しました

※普通会計には、 一般会計のほか、農業農村情報連絡施設運営事業、福祉企業センタ
ー事業、 同和地区住宅新築資金貸付事業、介護保険サービス事業が含まれています。

市民一人当りでは (普通会計)

村税収入　 72,243円
歳入総額　804,123円
歳出総額　787,658円

平成17年３月31日
の住民基本台帳人口
5,001人で計算

村　

民　

税

固
定
資
産
税

地
方
交
付
税

国
庫
支
出
金

県
支
出
金

地　

方　

債

分　

担　

金

負　

担　

金

使　

用　

料

手　

数　

料

２
３
、 １
３
９

３
８
、 ５
９
４

２
７
２
、 ４
３
８

１
２
、 ３
５
４

１
８
、
４
２
４

１
５
、 ７
０
５

８
２
、 ２
６
４ ３

、 ７
０
４

歳入 歳出

人

件

費

扶

助

費

民

生

費

農

林

費

商

工

費

土

木

費

教

育

費

公

債

費

１
８
１
、 ８
８
５

１
７
、 ０
８
９

１
３
１
、 １
８
３

４
９
、 ５
５
２

２
６
、 ８
３
４

５
２
、 ３
７
７

７
２
、 ９
７
２

１
０
８
、 ３
９
１

 （単位：円）  （単位：円）主な項目主な項目



　９月定例市議会が９月６日から９月26
日まで、 21日間の会期で開催されました。
　この議会では、専決処分の報告１件、
条例案４件、予算案６件、決算認定24件、
事件案４件のあわせて39件の議案が審議
され、いずれも原案どおり可決されまし
た。また、人権擁護委員の諮問、意見書
などについても審議されました。ここで
は主な内容をお知らせします。なお、平
成16年度決算の概要については、２～５
ページに掲載しました。

９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
ののののののののののののののののののののの
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告

平成１7年10月　広報なかの  ６

 「
中
野
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
」
の
改
正

 「
中
野
市
消
防
等
賞
じ
ゆ
つ
金
及

び
殉
職
者
特
別
賞
じ
ゆ
つ
金
条
例
」

の
改
正

 「
中
野
市
水
防
協
議
会
条
例
」
の
改
正

　

水
防
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
例

を
改
正
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
中
野
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

条
例
」
の
改
正

　

三
個
所
目
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
を
豊
田
地
域
に
設
置
す
る
こ
と
に

伴
い
、
改
正
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

・
平
成
十
七
年
度
中
野
市
一
般
会

　

計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
報
告

《
一
般
会
計
》

　

平
成
十
七
年
度
一
般
会
計
予
算

に
三
億
六
千
六
百
四
十
六
万
四
千

円
を
追
加
し
て
、
総
額
を
百
七
十

九
億
九
千
三
百
四
十
六
万
四
千
円

と
し
ま
し
た
。
主
な
歳
出
の
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
総
務
費
〉
●
新
市
発
足
市
民
交

流
イ
ベ
ン
ト
事
業
に
一
〇
五
万
円

〈
民
生
費
〉
●
豊
田
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
事
業
費
等

に
八
七
二
万
余
円

〈
衛
生
費
〉
●
理
学
的
検
査
の
健

康
診
査
委
託
料
に
六
六
四
万
余
円

〈
農
林
水
産
業
費
〉
●
県
営
北
部

幹
線
農
道
事
業
費
の
増
に
伴
う
負

担
金
に
八
一
六
万
余
円

〈
商
工
費
〉
●
高
社
山
登
山
口
公
衆

補
正
予
算

専
決
処
分
の
報
告

条　

例

便
所
水
洗
化
工
事
に
一
二
四
万
余
円

〈
土
木
費
〉
●
融
雪
剤
格
納
庫
設

置
工
事
、
融
雪
剤
散
布
機
及
び
軽

ダ
ン
プ
購
入
等
に
八
九
二
万
余
円

〈
消
防
費
〉
●
女
性
消
防
隊
の
小

型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
等
購
入
費
に

一
〇
〇
万
円

〈
教
育
費
〉
●
全
天
候
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
の
夜
間
照
明
設
備
の
整
備
事

業
費
に
二
、
六
四
五
万
円

〈
災
害
復
旧
費
〉
●
災
害
復
旧
事

業
費
に
二
、
二
二
二
万
余
円

《
特
別
会
計
》

 〈
国
民
健
康
保
険
事
業
〉 ●
療
養
給
付
費

交
付
金
等
精
算
金
に
八
七
八
万
余
円

〈
介
護
保
険
事
業
〉
●
施
設
介
護
サ

ー
ビ
ス
給
付
費
六
、
五
〇
〇
万
円
を

減
額
●
特
定
入
所
者
介
護
及
び
支
援

サ
ー
ビ
ス
費
に
二
、
九
〇
一
万
円

〈
農
業
集
落
排
水
事
業
〉
●
倭
地

区
の
事
業
費
の
確
定
に
よ
り
一
、

七
七
四
万
余
円
を
減
額

《
企
業
会
計
》

〈
水
道
事
業
〉
●
北
部
簡
易
水
道

の
施
設
の
配
水
施
設
整
備
工
事
で

三
一
〇
万
円
の
増
額

人
権
擁
護
委
員

　

現
委
員
の
林
淑
子
さ
ん
（
中
央

二
・　

歳
）
の
任
期
が
十
一
月
三

58

十
日
で
満
了
と
な
り
ま
す
が
、
新

た
に
須
原
政
子
（
東
山
・　

歳
）

57

さ
ん
を
同
委
員
の
候
補
者
と
し
て

推
薦
す
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら

れ
ま
し
た
。
任
期
は
三
年
で
す
。

　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
、
最
高
裁

判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票
が
、

九
月
十
一
日
に
行
わ
れ
、
即
日
開

票
さ
れ
、
衆
議
院
小
選
挙
区
選
出

議
員
選
挙
長
野
一
区
で
は
、
小
坂

憲
次
さ
ん
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
中
野
市
分
の
投
・
開
票

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

衆
議
院
小
選
挙
区

選
出
議
員
選
挙
長
野
一
区

有
権
者
数　

三
八
、
二
二
九
人

　
　
　

男　

一
八
、
四
〇
三
人

　
　
　

女　

一
九
、
八
二
六
人

投
票
者
数　

二
七
、
二
二
九
人

　
　
　

男　

一
三
、
二
五
三
人

　
　
　

女　

一
三
、
九
七
六
人

投
票
率　
　
　

七
一
・
二
三
％

　
　
　

男　
　

七
二
・
〇
二
％

　
　
　

女　
　

七
〇
・
四
九
％

有
効
投
票　

二
六
、
八
七
五
票

無
効
投
票　
　
　
　

三
五
三
票

持
ち
帰
り　
　
　
　
　
　

一
票

候
補
者
別
得
票
数
（
得
票
順
）

篠
原　

孝
（
民
主
･
前
）

　
　
　
　
　

一
三
、
二
五
九
票

小
坂
憲
次
（
自
民
・
前
）

　
　
　
　
　

一
一
、
三
九
七
票

中
野
早
苗
（
共
産
・
新
）

　
　
　
　
　
　

二
、
二
一
九
票

衆
議
院
議
員
比
例
代
表

選
出
議
員
選
挙

投
票
者
数　

二
七
、
二
二
五
人

　
　
　

男　

一
三
、
二
五
一
人

　
　
　

女　

一
三
、
九
七
四
人

投
票
率　
　
　

七
一
・
一
七
％

　
　
　

男　
　

七
一
・
九
六
％

　
　
　
　

女　
　

七
〇
・
四
三
％

有
効
投
票　
　

二
六
、
二
九
五
票

無
効
投
票　
　
　
　
　

九
二
八
票

持
ち
帰
り　
　
　
　
　
　
　

二
票

政
党
別
得
票
数
（
得
票
順
）

民
主
党　
　
　

一
〇
、
六
三
〇
票

自
由
民
主
党　
　

九
、
〇
二
四
票

公
明
党　
　
　
　

二
、
二
五
八
票

日
本
共
産
党　
　

二
、
〇
八
九
票

社
会
民
主
党　
　

一
、
四
五
三
票

国
民
新
党　
　
　
　
　

八
四
一
票

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

投
票
者
数　
　

二
六
、
三
三
一
人

　
　
　
　

男　

一
二
、
八
〇
九
人

　
　
　
　

女　

一
三
、
五
二
二
人

投
票
率　
　
　
　

六
八
・
八
八
％

　
　
　
　

男　
　

六
九
・
六
〇
％

　
　
　
　

女　
　

六
八
・
二
〇
％

有
効
投
票　
　

二
五
、
二
四
六
票

無
効
投
票　
　
　

一
、
〇
五
一
票

持
ち
帰
り　
　
　
　
　
　

三
四
票

（
投
票
結
果
は
省
略
）

衆議院議員総選挙
最高裁判所裁判官国民審査

投・開票結果

人　

事
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市
で
は
、
平
成
十
七
年
四
月
に

「
中
野
市
公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条

例
」
が
制
定
さ
れ
、
指
定
管
理
者
制

度
を
適
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

従
来
、「
公
の
施
設
」（
体
育
施

設
、
公
園
施
設
、
社
会
福
祉
施
設

な
ど
、
住
民
の
福
祉
を
増
進
す
る

目
的
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
設
置
さ
れ

た
施
設
）
を
管
理
委
託
す
る
場
合

は
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り

市
の
出
資
法
人
等
の
団
体
に
限
定

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ

り
、
市
が
設
置
す
る
福
祉
、
体
育
、

公
園
施
設
等
の
管
理
を
、
株
式
会

社
等
の
民
間
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

等
が
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

す
。（
個
人
は
対
象
外
）

指
定
管
理
者
制
度
の
目
的

　

多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
、

よ
り
効
果
的
、
効
率
的
に
対
応
す

る
た
め
、
公
の
施
設
の
管
理
に
民

間
の
能
力
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
経
費
の
削
減
等
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

募
集
期
間

十
一
月
七
日�
ま
で

募
集
説
明
会

十
月
十
四
日�
午
後
五
時
か
ら
中

野
市
民
会
館
四
十
五
・
四
十
六
号

会
議
室
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。

公
募
を
行
う
施
設

上
の
一
覧
表
の
と
お
り
で
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。　

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
企
画
情
報
課
行
政
管
理
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
４
０
１
）
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市
で
は
、
合
併
に
伴
い
、
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な

る
「
中
野
市
総
合
計
画
」
の
策

定
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
策
定
に
あ
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
反

映
す
る
た
め
に
、
市
民
意
識
調
査

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
っ
た
皆
様
に
は
、

調
査
票
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
調
査
の
趣
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

調
査
の
概
要　

　

調
査
対
象
は
、
十
六
歳
以
上

の
市
民
の
方
五
千
人
（
住
民
基

本
台
帳
か
ら
無
作
為
抽
出
） で
す
。

　

調
査
票
は
無
記
名
で
ご
記
入

い
た
だ
き
、
同
封
の
返
信
用
封

筒
に
よ
り
十
月
二
十
七
日�
ま

で
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
企
画
情
報
課
企
画
調
整

係 （��
２
１
１
１
内
線
２
１
６
）

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識
調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調
査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査

市
民
意
識
調
査
に

　

ご
協
力
く
だ
さ
い

公
の
施
設
に
係
る

公
の
施
設
に
係
る

指
定
管
理
者
の
候
補
者
を

指
定
管
理
者
の
候
補
者
を

募
集
し
ま
す

募
集
し
ま
す

●指定管理者制度導入施設一覧●

担当課一括管理
の有無現在の管理委託先指定管理者制度を導入する施設

保健課２施設
一括　

中野市りんごの木共同作業所１ 中野市ぴあワーク小規模通所授産施設

高齢者
福祉課

中野市屋内ゲートボール場２
(社福)中野市社会福祉協議会中野市デイサービスセンターいこい苑３
(社福)中野市社会福祉協議会中野市デイサービスセンターうまし苑４
(社福)中野市社会福祉協議会中野市デイサービスセンターつどい苑５
 〔指定〕 (社福)中野市社会福祉協議会中野市デイサービスセンターさくら６

市民課中野市市民会館７

農政課 中野市農村環境改善センター帯の瀬ハイツ８
中野市帯の瀬農産物加工施設９

商工観
光課　

 �中野市振興公社中野市浜津ヶ池公園市民センター10
�中野市振興公社中野市農村勤労福祉センター11
�中野市振興公社中野陣屋・県庁記念館12

２施設
一括　

中野市第１駐車場13 中野市第２駐車場
�中野市振興公社中野市観光会館・日本土人形資料館14
�中野市振興公社信州中野観光センター15
�中野市振興公社中野市晋平の里間山温泉公園16

中野市上今井駅駐車場17

経済課
㈱　斑　尾中野市豊田温泉公園18
㈱　斑　尾中野市斑尾高原体験交流施設19
㈱　豊　田中野市豊田ふるさと交流館20

都市計
画課　

 中野市一本木公園21
中野市高梨館跡公園22

�中野市振興公社北信濃ふるさとの森文化公園23

スポー
ツ振興
課　　

８施設
一括　

中野市北公園

24

中野市営野球場
中野市営運動場
中野市民体育館
中野市武道館
中野市営テニス場
中野市弓道場
中野市コミュニティースポーツセンター
中野市北部運動場25
中野市篠井川河川敷運動広場26
中野市民プール27

５施設
一括　

中野市Ｂ＆Ｇ海洋センター

28
中野市営豊田テニス場
中野市営豊田野球場
中野市営豊田マレットゴルフ場
中野市営豊田運動公園クラブハウス

２施設
一括　

中野市永田テニス場29 中野市永田社会体育運動場

指
定
管
理
者
制
度
と
は
？

　

指
定
管
理
者
制
度
は
、
平
成
十
五
年
九
月
の
地
方
自
治
法
の

改
正
に
よ
っ
て
で
き
た
新
し
い
制
度
で
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
の
出
資

法
人
や
公
共
団
体
等
に
限
ら
ず
、
民
間
企
業
や
各
種
法
人
な
ど

幅
広
い
団
体
の
中
か
ら
、
施
設
を
管
理
す
る
団
体
を
募
集
し
、

指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
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長
時
間
保
育
が
必
要
な
方
は
…

　

仕
事
の
都
合
な
ど
で
長
時
間
保
育
が
必

要
な
方
は
、
入
園
申
込
書
と
一
緒
に
「
長

時
間
保
育
申
込
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
場
合
、
通
常
の
保
育
料
の
ほ
か

に
、
長
時
間
保
育
料
を
負
担
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
な
お
、
入
園
を
希
望
し
た
園
で

の
長
時
間
保
育
希
望
者
が
五
人
未
満
の
と

き
は
、
他
の
保
育
園
へ
移
っ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

入
園
申
込
書
等
は
十
月
十
七
日�
か
ら

各
保
育
園
、
市
役
所
厚
生
課
お
よ
び
豊
田

支
所
保
健
福
祉
課
に
用
意
い
た
し
ま
す
。

　

保
育
内
容
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

各
保
育
園
・
市
役
所
厚
生
課
児
童
係
（�

�
２
１
１
１
内
線
２
９
３
）・
豊
田
支
所
保

健
福
祉
課
福
祉
係
（�
�
３
１
１
１
内
線

１
４
３
）

　

来
年
四
月
か
ら
新
た
に
保
育
園
に
入
園

を
希
望
さ
れ
る
児
童
の
入
園
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

　

ま
た
、
育
児
休
業
の
終
了
な
ど
の
た
め
、

年
度
途
中
か
ら
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
、

四
月
か
ら
保
育
園
を
移
り
た
い
方
も
、
こ

の
期
間
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
を
超
え
た
保
育
園
に
つ
い
て
は
選

　

考
と
な
り
、
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

申
込
期
間

十
一
月
一
日�
か
ら
十
五
日�

入
園
基
準

　

保
護
者
お
よ
び
同
居
家
族
が
仕
事
や
病

気
な
ど
の
都
合
に
よ
り
、
家
庭
で
保
育
で

き
な
い
児
童

保
育
時
間

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分

（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）

�

�

�

�

�������������������������������

�������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

保育園の         申し込み
～受け付けが始まります～

市内保育園の所在地等
電　　話所　在　地保 育 園 名
26-2187新野335み な み 保 育 園
22-6302片塩41平 野 保 育 園
22-3324三好町1-6-10西 町 保 育 園
22-2248中野1461-1松 川 保 育 園
22-3244三好町2-4-9み よ し 保 育 園
22-2731草間1502高 丘 保 育 園
22-6390壁田1573-3長 丘 保 育 園
26-2525間長瀬497平 岡 保 育 園
22-6611赤岩1525-2たかやしろ保育園
３８-２５３０永江１８６１永 田 保 育 園
３８-２１２３豊津３０７９-1豊 井 保 育 園
２４-５１５５東山１１３４-4私立ひよこ保育園

　豊田保健
センター内
に、子育て
支援センタ
ーを今年12
月に開設す
る予定です。
皆さん、かわいい愛称をお寄せください。
応募方法　はがき、手紙、ＦＡＸ
締め切り　10月31日�
応 募 先　・市役所厚生課児童係
（〒383-8614 中野市三好町1-3-19
  � （22） ２１１１内線２９３、Ｆ Ａ Ｘ   （22） ５９２３）
・豊田支所保健福祉課福祉係
（〒389-2192 中野市大字豊津2508
  � （38） ３１１１内線１４３、Ｆ Ａ Ｘ   （38） ２７７４）

子育て支援センター愛称募集！

麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻ししししししししししししししししししししししししししししししししんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん････････････････････････････････風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風ししししししししししししししししししししししししししししししししんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん麻しん･風しんの予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種予防接種方法が変わります
対象者は早めに予防接種を受けましょう。

　予防接種法施行令の改正により、平成18年４月１日から麻
しん・風しんの予防接種が下記の表のとおり変更になります。
　１歳から７歳６か月未満の方で、まだ麻しん及び風しんの
予防接種を受けていない方は早めに接種しましょう。

問い合わせ先　市役所保健課健康管理係（� （22）2111内線242）
または豊田支所保健福祉課保健係（� （38） 3111内線146）

改　正　後現　　在

・１歳以上２歳未満の間に麻しん・
風しんの混合ワクチンを1回接種

・就学１年前（５歳から７歳未満）
の間に混合ワクチンを１回接種

１歳以上７歳６か月
未満の間に麻しん･
風しんのワクチンを
それぞれ1回接種

※すでに麻しん、風しんの予防接種を受けている方、麻しん､風し
んにかかったことのある方は混合ワクチンの予防接種の対象に
はなりません。
※平成18年４月１日以降、２歳に達している方が接種する場合に
は、任意接種（自費）になります。

入 園
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中
野
市
の
市
街
地
は
、
谷
街
道

・
草
津
街
道
が
交
差
す
る
要
衝
の

地
で
あ
り
、
古
く
か
ら
北
信
濃
の

中
心
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
街
道
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た

歴
史
・
文
化
を
生
か
し
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
よ
る
手
づ
く
り
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
「
な
か
の
Ｅ
ｂ
ｅ
ｓ

ａ
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

九
斎
市
を
中
心
に
「
観
る
」「
買

う
（
市
）」「
食
べ
る
」「
楽
し
む
」

の
四
つ
を
柱
に
し
た
催
し
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

期
日　

十
月
十
五
日�
　

時
間　

午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時

　
　
　

音
楽
会
は
午
後
一
時
か
ら

会
場　

中
野
陣
屋 ・ 
県
庁
記
念
館
周
辺

内
容　

九
斎
市
、
Ｔ
Ｈ
Ｅ
☆
若
者

ま
ち
な
か
音
楽
会
、「
山
野
草
」、

「
銅
石
版
画
」
な
ど
の
展
示
を
中

心
と
し
た
ま
ち
か
ど
博
物
館
な
ど

主
催　

な
か
の
Ｅ
ｂ
ｅ
ｓ
ａ
実
行

委
員
会

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
（�

�
２
１
１
１
内
線
２
７
２
）

　

イ
ン
ド
の
祈
り
の
踊
り
「
飛
天

舞
」 と
沖
縄
三
線
、
歌
、
竹
笛
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
日　

十
月
十
五
日�

時
間　

午
後
四
時
か
ら

会
場　

中
野
陣
屋
・
県
庁
記
念
館

出
演　

踊
り
…
あ
み

　
　
　

竹
笛
…
後
藤
剛
史

　
　
　

三
線
と
歌
…
中
島
も
え

入
場
料　

無
料

『
古
典
音
楽
と
舞
踊
の
ひ
と
と
き
』

ななななななななななななななななななななななななななななななななかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかののののののののののののののののののののののののののののののののＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａな か の Ｅ ｂ ｅ ｓ ａ
～谷街道 ・ 草津街道ヒューマンクロス～

え べ さ

　

市
で
は
、
十
一
月
一
日
現
在
、

市
内
に
住
所
の
あ
る
人
工
透
析
患

者
の
方
お
よ
び
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
の
方
に
、
年
間
一
万
二
千
円

の
特
定
疾
病
患
者
等
激
励
金
を
支

給
し
ま
す
。

　

支
給
の
条
件
と
し
て
、
十
一
月

一
日
現
在
で
次
に
挙
げ
る
事
業
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
方
は
、
こ
の

激
励
金
の
支
給
対
象
か
ら
除
き
ま
す
。

　

高
齢
者
、
重
度
身
体
障
害
者

通
院
費
等
助
成
事
業
、
中
野
市

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
奨
励
給
付

金
支
給
事
業
、
中
野
市
重
度
心

身
障
害
児
（
者
）
介
護
慰
労
金

支
給
事
業

申
請
の
方
法

　

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
い
た
だ
き
、
人
工
透
析

患
者
の
方
は
、
健
康
保
険
機
関
が

発
行
す
る
特
定
疾
病
療
養
受
領
証

の
コ
ピ
ー
、
特
定
疾
患
医
療
受
給

者
の
方
は
、
特
定
疾
患
医
療
受
給

者
証
の
コ
ピ
ー
を
添
付

提
出
期
限　

十
月
三
十
一
日�
ま
で

提
出
先　

市
役
所
厚
生
課
福
祉
係

豊
田
支
所
保
健
福
祉
課
福
祉
係

　

申
請
内
容
な
ど
詳
し
く
は
…

市
役
所
厚
生
課
福
祉
係
（�

�
２
１
１
１
内
線
２
９
４
）

ま
た
は
豊
田
支
所
保
健
福
祉

課
福
祉
係
（�
�
３
１
１
１

内
線
１
４
３
）

特定疾病患者等に特定疾病患者等に

支給します支給します

激 励 金 を

総務省統計局　http://www.stat.go.jp/  長野県

問い合わせ先
市役所企画情報課統計交流係
（�22－2111内線217）

調調調調調調調調調調調調調調調調
査査査査査査査査査査査査査査査査
票票票票票票票票票票票票票票票票
へへへへへへへへへへへへへへへへ
のののののののののののののののの
記記記記記記記記記記記記記記記記
入入入入入入入入入入入入入入入入
はははははははははははははははは
おおおおおおおおおおおおおおおお
済済済済済済済済済済済済済済済済
でででででででででででででででで
すすすすすすすすすすすすすすすす
かかかかかかかかかかかかかかかか
？？？？？？？？？？？？？？？？

調
査
票
へ
の
記
入
は
お
済
で
す
か
？

�
平
成　

年
国
勢
調
査
が　

月
１
日
現
在
で
行
わ
れ
て
い

17

10

  
ま
す

�
こ
の
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
が
対

  
象
と
な
り
ま
す

�
　

月
上
旬
に
、
総
務
大
臣
か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査

10

　

員
が
、
皆
さ
ん
の
お
宅
へ
、
調
査
票
を
受
け
取
り
に
う
か

　

が
い
ま
す

�
年
内
に
は
、
国
勢
調
査
の
結
果
と
し
て
日
本
の
人
口
が
明
ら

か
に
な
り
ま
す

�
国
勢
調
査
を
は
じ
め
と
す
る
調
査
関
係
者
に
は
、
守
秘
義
務

が
あ
り
、
調
査
内
容
の
秘
密
は
保
護
さ
れ
ま
す

黒鉛筆で

所定の事項を

記入してね！

�▲
 

�▲

昨
年
行
わ
れ
た

な
か
の
Ｅ
ｂ
ｅ
ｓ
ａ
の
模
様

10月15日10月15日（土） （土）開催開催
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市
税
は
、
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
行
う
た
め
の
費
用
を
、
皆
様

の
所
得
や
資
産
の
状
況
に
応
じ
て
、

公
平
に
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

市
税
の
納
期
限
・
口
座
振
替
日

等
は
、
別
表
の
と
お
り
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
も
う
一
度
ご
確

認
い
た
だ
き
、
納
め
忘
れ
の
な
い

よ
う
納
期
内
に
納
付
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

旧
豊
田
村
に
お
き
ま
し
て
は
、

平
成
十
六
年
度
ま
で
村
県
民
税
・

固
定
資
産
税
・
国
民
健
康
保
険
税

の
三
税
を
ま
と
め
て
『
集
合
税
』

と
し
て
、
納
期
が
十
期
と
な
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
平
成
十
七
年
度

か
ら
は
、
別
表
の
と
お
り
、
各
税

目
ご
と
の
納
期
限
ま
で
に
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

の
お
知
ら
せ

別表　市税の納期

納め忘れがないように…便利で安心な口座振替をお勧めします。

納 期 限口　  座
振 替 日軽自動車税国民健康

保 険 税
固定資産税
都市計画税市県民税月

５月２日４月28日第１期４

５月31日５月31日全期５

６月30日６月30日第１期６

８月１日７月29日第１期第２期７

８月31日８月31日第２期第２期８

９月30日９月30日第３期９

10月31日10月31日第４期第３期10

11月30日11月30日第５期11

12月28日12月28日第６期第３期12

１月31日１月31日第７期第４期１

２月28日２月28日第８期第４期２

３月31日３月31日第９期３

市
税
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

税
務
課
で
は
、
市
税
を
納

期
内
に
納
付
さ
れ
た
方
と
、

納
期
内
に
納
付
が
な
か
っ
た

方
と
の
不
公
平
を
な
く
し
、

税
負
担
の
公
平
性
を
保
つ
た

め
、
適
切
な
滞
納
整
理
を
行

っ
て
い
ま
す
。

納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納
期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期
限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限
ががががががががががががががががががががが
過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過
ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
ととととととととととととととととととととと
………………………………………………………

●督促状
　納期限が過ぎても納付がされない場合には、地方税法の

規定に基づき、督促状を送付し、お知らせします。

督促状が届くと、督促料が100円加算されます。

●延滞金

　納期限を過ぎると、納期内に納付された方との公平性を保つため、本税のほかに延滞金がか

かります。延滞金は、地方税法で年率14.6％と定められております。(なお、納期限から1ヶ月

の間は、前年11月末日における公定歩合に4％を加えた率で、平成17年度は年率4.1％です。）

・延滞金の計算　延滞金＝税額(1,000円未満切捨て)×延滞した日数×率／365

●滞納処分(財産の差押え)
　法律では、督促状を発した日から起算し

て、10日を経過した日までに完納されない

場合には、財産を差押えなければならない

と定められております。

◎市税に関するご相談はお早めに…中野市総務部税務課へ(電話：22-2111)

�市県民税・国民健康保険税・軽自動車税…課税係 (内線225)�

�固定資産税・都市計画税・償却資産…資産係 (内線226)�

�市税の納付・口座振替…収納係 (内線227・228)�

滞納処分実績(H16:旧中野市分)

７１件　　預金差押

２９件　　給料差押

１１件　　不動産差押

１９件　　その他の債権差押

１３０件　計

旧
豊
田
村
に
納
税
さ
れ
て
い
た

方
は
、 納
期
が
変
わ
り
ま
し
た
。

税税
�

�

�

�

��������������������

��������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

中
野
市
の
故
・
小
田
切
健
男
さ
ん

が
育
て
た
品
種
で
、「
千
秋
」
に

「
つ
が
る
」
を
交
配
し
た
も
の
で

す
。
甘
味
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
が

よ
く
、
香
り
が
強
く
、
果
汁
が
た

っ
ぷ
り
で
す
。
無
袋
で
の
栽
培
が

中
心
で
、
一
番
の
特
徴
と
し
て
は
、

着
色
が
と
て
も
良
好
な
た
め
、
完

熟
す
る
と
黒
味
が
か
っ
た
濃
い
紅

色
に
な
り
ま
す
。
生
産
量
は
、
市

内
の
り
ん
ご
全
体
の
一
割
ほ
ど
で

す
が
、
中
生
種
と
し
て
栽
培
者
も

増
え
は
じ
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
は
酸

味
が
少
な
く
、
甘
味
が
強
い
品
種

で
、
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
は
果
皮
が

黄
色
で
、
甘
味
・
酸
味
と
も
強

い
品
種
で
す
。

　

三
兄
弟
と
も
、
味
は
そ
れ
ぞ

れ
に
違
っ
た
良
さ
を
持
っ
た
、

今
後
有
望
な
り
ん
ご
た
ち
で
す
。

自
分
に
と
っ
て
、
ど
れ
が
一
番

美
味
し
い
か
、
ぜ
ひ
一
度
食
べ

比
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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「
り
ん
ご
三
兄
弟
」
っ
て
、

ご
存
知
で
す
か
。
長
野
県
生
ま

れ
の
期
待
の
品
種
、「
秋
映
・

シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
・
シ
ナ
ノ
ゴ

ー
ル
ド
」
の
三
種
の
こ
と
で
す
。

　

そ
の
中
で
も
、「
秋
映
」
は

中
野
市
生
ま
れ
の

り
ん
ご
、 
�
 
秋  
映 �

あ
き 
ば
え

▲中野市出身のりんご“秋映”

　

中
野
市
の
き
の
こ
を
使
っ
た
家
庭
料
理

を
募
集
し
ま
す
。

　

え
び
す
講
産
業
展
会
場
に
お
い
て
発
表

会
も
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

募
集
内
容　

我
が
家
の
き
の
こ
料
理
（
複

数
可
）

募
集
期
間　

十
月
二
十
四
日�
ま
で

応
募
資
格　

中
野
市
に
お
住
ま
い
か
市
内
へ
通
勤
通
学

の
方
（
で
き
れ
ば
発
表
日
当
日
に
料
理
提

供
が
可
能
な
方
）

応
募
条
件

・
食
材
は
中
野
の
き
の
こ
を
材
料
と
し
て

使
用
し
た
も
の

・
応
募
レ
シ
ピ
が
公
開
可
能
で
あ
る
こ
と

・
他
の
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
等
で
入
賞
し
た

も
の
で
な
い
も
の

応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
料
理
の
名
前
、

レ
シ
ピ
を
記
入
し
、
写
真
ま
た
は
イ
ラ
ス

ト
を
添
付
（
Ｅ
メ
ー
ル
も
可
）

賞
品　

最
優
秀
一
点
：「
料
理
の
鉄
人
」の
店
ご
招

待
（
一
組
四
名
様
）

優
秀
三
点
：
中
野
市
特
選
ギ
フ
ト

入
選
八
点
：
農
産
物
詰
め
合
わ
せ

発
表
会　

十
一
月
十
二
日�

中
野
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て

主
催　

き
の
こ
消
費
拡
大
実
行
委
員
会

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
売
れ
る
農
業
推
進
室
（
〒　

‐　
383

8614

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
三
番
十
九
号
、�

�
２
１
１
１
内
線
３
８
１
）

Ｅ
メ
ー
ル ureno@

city.nakano.nagano.jp

※
応
募
用
紙
は
豊
田
支
所
経
済
課
に
も
あ

　

り
ま
す
。

我が家のきのこ料理大集合�

シ
ャ
ン
テ
ィ
ク
リ
ア
コ
ン
サ
ー
ト

　

シ
ャ
ン
テ
ィ
ク
リ
ア
は
、
十
二

名
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
男
声
ア
・

カ
ペ
ラ
コ
ー
ラ
ス
で
、
声
だ
け
で

奏
で
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
は�
声
の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ�
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

声
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
ゆ
っ
く
り

聴
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日　

十
一
月
九
日�

時
間　

午
後
六
時
三
十
分
開
演

会
場　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料
《
晋
平
・
辰
之
メ
モ
リ
ア

ル
特
別
料
金
》
全
席
自
由

前
売
券
：
大
人
二
千
円

高
校
生
以
下
：
五
百
円

「
ひ
る
の
散
歩
道
」
公
開
録
音

　

四
名
の
歌
手
に
よ
る
お
し
ゃ
べ

り
と
音
楽
の
楽
し
い
ひ
と
時
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
日　

十
一
月
四
日�

時
間　

開
場 
午
後
五
時

　
　
　

開
演 
午
後
五
時
四
十
五
分

会
場　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

出
演
者　

山
本
リ
ン
ダ
・
水
森
か
お
り

松
前
ひ
ろ
子
・
上
杉
香
緒
里

申
込
締
切　

十
月
十
七
日�
必
着

応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
う

え
入
場
整
理
券
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、

　

詳
細
な
ど
広
報
な
か
の
九
月
号

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
推
進
係
（�
�
２
１
１
１
内

線
３
０
７
）

晋
平 ・ 辰
之
メ
モ
リ
ア
ル

シ
ャ
ン
テ
ィ
ク
リ
ア

コ
ン
サ
ー
ト

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
番
組

 「
ひ
る
の
散
歩
道
」

       
公
開
録
音

�

�

�

�

����������������

����������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

江
戸
時
代
に
、
市
内
の
七
つ
の

街
道
に
人
が
行
き
交
い
、
発
展
し

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
そ
の
街
道
沿
い
の
自
然

景
観
を
中
心
と
し
た
写
真
展
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

期
間　

十
月
十
六
日�
ま
で

会
場　

中
野
陣
屋
・
県
庁
記
念
館

問
い
合
わ
せ
先

中
野
市
景
観
・
美
化
推
進
協
議
会

（
市
役
所
都
市
計
画
課
内
（�
�

２
１
１
１
内
線
２
７
３
）

信州中野七街道 景観展
～ふるさと再発見～

きのこきのこ
料理コンクール料理コンクール
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最
近
、
家
の
犬
が
ど
こ
か
へ

行
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
迷
い

犬
の
通
報
が
多
く
よ
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

飼
い
主
の
方
は
、
散
歩
中
だ

け
で
な
く
普
段
の
と
き
も
首
輪

を
緩
ま
な
い
よ
う
に
締
め
て
、

鎖
等
で
し
っ
か
り
と
つ
な
い
で

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

首
輪
に
は
鑑
札
（
写
真
①
）

か
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
（
写

真
②
）
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

万
が
一
、
犬
が
行
方
不
明
に
な

り
保
護
さ
れ
た
と
き
も
、
ど
こ

で
飼
わ
れ
て
い
る
犬
な
の
か
す

ぐ
に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

飼
犬
は
生
涯
一
回
の
登
録
と

毎
年
一
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
る
こ
と
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
お

済
で
な
い
方
は
早
め
に
実
施
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
環
境
課
衛
生
係
（�
�

２
１
１
１
内
線
２
４
５
）
ま
た

は
豊
田
支
所
市
民
環
境
課
市
民

環
境
係
（�
�
３
１
１
１
内
線

１
５
１
）

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
環
境
負

荷
の
軽
減
に
配
慮
し
た
自
動
車
の

使
用
を
い
い
ま
す
。

　

自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
大
気

汚
染
物
質
や
地
球
温
暖
化
の
原
因

と
な
る
二
酸
化
炭
素
の
発
生
を
、

極
力
少
な
く
す
る
た
め
、
次
の
点

を
心
が
け
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

　

十
分
間
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
で
約

百
四
十
㏄
の
燃
料
を
浪
費
し
ま
す
。

待
ち
合
わ
せ
や
荷
物
の
積
み
下
ろ

し
の
た
め
の
駐
停
車
の
際
に
は
、

で
き
る
だ
け
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
止

め
ま
し
ょ
う
。

　

十
回
の
空
ぶ
か
し
で
約
六
十
㏄

の
燃
料
を
浪
費
し
ま
す
。
無
用
な

空
ぶ
か
し
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

十
回
の
急
発
進
で
約
百
七
十
㏄
、

十
回
の
急
加
速
で
約
百
十
㏄
の
燃

料
を
浪
費
し
ま
す
。
急
発
進
・
急

加
速
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

減
速
や
加
速
を
繰
り
返
し
、
速

度
を
変
動
さ
せ
て
走
行
し
た
場
合
、

百
㎞
の
走
行
で
約
二
百
十
㏄
の
燃

料
を
浪
費
し
ま
す
。
交
通
の
状
況

に
応
じ
、
速
度
変
化
の
少
な
い
安

全
な
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
低
下
、
エ
ア

・
ク
リ
ー
ナ
・
エ
レ
メ
ン
ト
の
つ

ま
り
は
燃
料
を
浪
費
し
ま
す
。

　

定
期
的
に
点
検
・
整
備
し
ま
し

ょ
う
。

　

十
㎏
の
不
要
な
荷
物
を
載
せ
て

百
㎞
走
行
し
た
場
合
、
約
二
十
一

㏄
の
燃
料
を
浪
費
し
ま
す
。
運
ぶ

必
要
の
な
い
荷
物
は
、
車
か
ら
下

ろ
し
ま
し
ょ
う
。

　

エ
ア
コ
ン
の
使
用
時
に
は
、
エ

ン
ジ
ン
の
負
荷
が
大
き
く
な
る
た

め
、
燃
料
の
使
用
量
が
増
加
し
ま

す
。
エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
控
え
る

と
と
も
に
使
用
す
る
場
合
で
も
適

正
な
温
度
に
設
定
し
ま
し
ょ
う
。

　

道
に
迷
っ
て
十
分
余
計
に
走
行

す
る
と
約
三
百
五
十
㏄
の
燃
料
が

浪
費
さ
れ
ま
す
。
行
き
先
お
よ
び

走
行
ル
ー
ト
を
あ
ら
か
じ
め
決
め

た
う
え
で
、
計
画
的
な
ド
ラ
イ
ブ

を
し
ま
し
ょ
う
。

※
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は�
日
本
自

　

動
車
工
業
会
等
の
調
査
結
果
に

　

よ
り
ま
す
。

飼
犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
の
お
願
い

ははははははははははははははははじじじじじじじじじじじじじじじじめめめめめめめめめめめめめめめめよよよよよよよよよよよよよよよようううううううううううううううう。。。。。。。。。。。。。。。。はじめよう。
 エエエエエエエエエエエエエエエエココココココココココココココココドドドドドドドドドドドドドドドドラララララララララララララララライイイイイイイイイイイイイイイイブブブブブブブブブブブブブブブブ！！！！！！！！！！！！！！！！エコドライブ ！地 球

温 暖
化

～一人ひとりのドライバーの努力で
　　　  地球環境を守ろう～

防 止
の た

め

写真①

写真②

１１１１

２２３３４４５５６６

イラスト…長野県低公害車導入促進協議会イラスト…長野県低公害車導入促進協議会
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十
月
十
六
日�
か
ら
二
十
二
日

�
ま
で
の
一
週
間
は
、「
秋
の
行
政

相
談
週
間
」
で
す
。

　

行
政
相
談
は
、
国
や
県
、
市
な

ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て

の
苦
情
や
要
望
・
意
見
な
ど
を
皆

さ
ん
か
ら
お
聴
き
し
て
、
そ
の
解

決
や
実
現
を
目
指
す
制
度
で
、
総

務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行
政
相

談
委
員
が
相
談
に
応
じ
る
も
の
で
す
。

巡
回
行
政
相
談
所
開
設

　

市
で
は
期
間
中
、
次
の
日
程
で

巡
回
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
中
野
地
域

期
日　

十
月
二
十
一
日�

時
間　

午
後
一
時
〜
四
時

会
場　

西
部
公
民
館

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
庶
務
課
庶
務
文
書
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
１
１
）

行
政
相
談
委
員

西
澤
君
生
さ
ん
（
新
保
）

山
田
忠
延
さ
ん
（
柳
沢
）

●
豊
田
地
域

期
日　

十
月
二
十
一
日�

時
間　

午
前
九
時
〜
十
一
時
三
十
分

会
場　

永
田
窓
口
サ
ー
ビ
ス
ス
テ

ー
シ
ョ
ン　

問
い
合
わ
せ
先

豊
田
支
所
総
務
課
庶
務
係

（�
�
３
１
１
１
内
線
１
１
４
）

行
政
相
談
委
員

松
野
冨
子
さ
ん
（
永
江
）

　

十
一
月
十
七
日�
、
国
の
機
関
、

県
、
市
や
公
証
人
、
司
法
書
士
と

い
っ
た
法
律
の
専
門
家
に
も
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
行
政
に
関
す
る

苦
情
、
疑
問
、
意
見
・
要
望
な
ど

を
受
け
付
け
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

期
日　

十
一
月
十
七
日�

時
間　

午
前
十
時
〜
午
後
三
時　

 （
受
付
時
間
午
後
二
時
三
十
分
ま
で
）

場
所　

中
野
市
民
会
館
四
十
五
、

四
十
六
号
会
議
室　

高
水
地
区
一
日
合
同

行
政
相
談
所
の
開
設

�参 加 機 関�
・
長
野
地
方
法
務
局

・
公
証
人

・
長
野
社
会
保
険
事
務
局

・
司
法
書
士

・
長
野
県
地
方
事
務
所

・
土
地
家
屋
調
査
士

・
長
野
県
建
設
事
務
所

・
行
政
相
談
委
員

・
中
野
市

・
長
野
行
政
評
価
事
務
所

　

月　

日�
〜　

日�

10

16

22

　

厚
貝
区
で
は
、�
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
の
宝
く
じ
助
成
金
に
よ
る

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

（
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
）
の
助

成
を
受
け
て
、
御
神
楽
、
獅
子
頭
、

長
持
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

同
区
で
は
、
毎
年
春
祭
り
で
区

民
に
よ
り
、
お
神
楽
を
引
き
、
笛
、

太
鼓
で
地
区
内
を
巡
回
し
て
獅
子

舞
を
披
露
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

獅
子
頭
が
破
損
し
、
お
神
楽
も
長

期
の
使
用
で
老
朽
化
が
進
ん
で
い

た
こ
と
か
ら
、
新
調
が
望
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
度
、
一
般
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
助
成
を
受

け
て
新
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
助
成
に
よ
り
、
こ
の
地
域

に
長
く
続
い
て
き
た
春
祭
り
の
伝

統
を
将
来
に
わ
た
っ
て
伝
承
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
振
興
が
一
層
図
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

�
新
調
さ
れ
た
御
神
楽
な
ど

コミュニティ助成事業により

を整備

厚貝区で 御神楽
獅子頭
長持等

　

今
月
の
表
紙
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
先
の
九
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
と
お
り
、
タ
イ
ト
ル
デ

ザ
イ
ン
が
、
今
月
号
か
ら
新
し
く

な
り
ま
し
た
。

　

採
用
と
な
っ
た
デ
ザ
イ
ン
は
、

市
内
七
瀬
の
阿
部
澄
夫
さ
ん
の
作

品
で
、
こ
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
、
丸

み
を
帯
び
た
曲
線
の
組
み
合
わ
せ

で
、
緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と
の
風
景

を
描
き
、
や
さ
し
く
も
力
強
く
明

る
く
元
気
な
中
野
市
が
表
現
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ『
な
』『
か
』『
の
』の

文
字
に
は
次
の
よ
う
な
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
な
』
中
山
晋
平
・
高
野
辰
之

 
を
象
徴
す
る
音
符
と
、  
そ
の

　
　

上
を
飛
び
跳
ね
る
ウ
サ
ギ

『
か
』
中
野
市
自
慢
の
リ
ン
ゴ

『
の
』   「
證
城
寺
の
狸
囃
子
」 の
タ

　
　

ヌ
キ
の
し
っ
ぽ
、 ま
た
、中

心
か
ら
円
を
描
き
広
が
る

フ
ォ
ル
ム
は
、
バ
ラ
の
花

　

新
し
い
タ
イ
ト
ル
デ
ザ
イ
ン

と
な
っ
た
「
広
報
な
か
の
」 を
、

 
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
い

た
だ
き
、
今
後
も
ご
愛
読
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

変
わ
り
ま
し
た
！

 「
広
報
な
か
の
」 の　
　
　
 デ
ザ
イ
ン

▲今月号から使用しているデザイン

タ
イ

ト
ル

宝く じ は
豊かさ築く
チカラ持ち。

宝くじは、広く社会に
役立てられています。

　
　

無
用
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ

　
　

は
や
め
ま
し
ょ
う
！

 （
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
）

　
　

無
用
な
空
ぶ
か
し
は
や

　
　

め
ま
し
ょ
う
！

　
　

急
発
進
・
急
加
速
は

　
　

や
め
ま
し
ょ
う
！

　
　

交
通
の
状
況
に
応
じ
た

　
　

安
全
な
定
速
走
行
に
努

め
ま
し
ょ
う
！

　
　

確
実
な
点
検
・
整
備
を

　
　

実
施
し
ま
し
ょ
う
！

　
　

不
要
な
荷
物
を
積
ま
な

　
　

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

７７

８８

　
　

エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
控

　
　

え
め
に
し
ま
し
ょ
う
！

　
　

計
画
的
な
ド
ラ
イ
ブ
を

　
　

し
ま
し
ょ
う
！

秋
の
行
政
相
談
週
間
で
す
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僕
は
、
エ
コ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
、

二
つ
の
施
設
を
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

松
川
村
の
Ｇ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
施

設
で
は
、
大
量
の
ご
み
と
さ
ま
ざ

ま
な
機
械
が
あ
り
、
驚
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

リ
サ
イ
ク
ル
法
が
あ
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
法
、

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
、
自
動

車
リ
サ
イ
ク
ル
法
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
の
「
容
器
包
装
リ
サ

イ
ク
ル
法
」
は
、
資
源
の
再
利
用
、

再
商
品
化
を
義
務
付
け
る
も
の
で
、

透
明
の
ビ
ン
・
茶
色
の
ビ
ン
・
そ

の
他
の
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・

白
色
ト
レ
ー
・
紙
製
容
器
・
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
七
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

ビ
ン
は
、
砂
場
に
し
て
再
び
ビ

ン
を
作
る
の
だ
そ
う
で
す
。
透
明
、

茶
色
の
ビ
ン
は
、
レ
ン
ガ
や
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
材
に
も
使
え
ま
す
。
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
制
服
や
ス
ー
ツ
、

紙
製
容
器
は
、
紙
や
フ
ァ
イ
ル
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
パ
レ
ッ
ト
や

プ
ラ
ン
タ
ー
に
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
限
り
あ
る
資
源

を
循
環
し
て
利
用
す
る
こ
と
を

「
循
環
型
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。

　

み
ん
な
が
ご
み
を
減
ら
そ
う
と

思
い
、
資
源
を
大
切
に
使
っ
て
リ

サ
イ
ク
ル
し
て
い
け
ば
、
き
っ
と

ご
み
は
減
る
し
、
環
境
へ
の
負
担

が
少
な
く
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

資
源
を
大
切
に
す
る
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
か
、
こ
れ
は
家
の
中

で
も
い
ろ
い
ろ
で
き
ま
す
。
テ
レ

ビ
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
、

冷
房
の
使
用
は
最
低
限
に
す
る
、

人
の
い
な
い
部
屋
は
電
気
を
消
す

な
ど
生
活
し
て
い
く
う
え
で
、
ど

ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
考
え
て
み

る
の
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
を
見
学
し
て
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
す
ご
さ
や
大
切
さ

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
今

ま
で
以
上
に
資
源
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　

私
は
エ
コ
ツ
ア
ー
に
行
っ
て
思

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
も
の
を
大
切
に
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
、
私
た
ち
は
い
ら
な
く
な
っ

た
も
の
や
使
わ
な
く
な
っ
た
も
の

な
ど
を
平
気
で
捨
て
て
い
ま
す
。

私
も
捨
て
て
し
ま
い
ま
す
。

　

エ
コ
ツ
ア
ー
に
行
っ
て
み
て
、

た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

中
に
は
ま
だ
使
え
そ
う
な
ゴ
ミ

も
あ
り
ま
し
た
。
松
本
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
で
は
、「
使
え
そ
う
な
も

の
は
取
っ
て
お
い
て
展
示
し
て
あ

と
で
抽
選
す
る
」
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
と
て
も
い
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
使
え

そ
う
な
物
は
捨
て
な
い
よ
う
に
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

あ
と
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

法
と
い
う
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
、
エ
コ
ツ
ア
ー
に
行
っ
て
は
じ

め
て
知
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ビ
ン
三
色
（
透
明
・

茶
色
・
そ
の
他
）、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

白
色
ト
レ
ー
、
紙
製
容
器
、
そ
の

他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
七
つ
で
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
今
ま
で
は
ち
ゃ
ん

と
分
別
さ
れ
な
い
で
可
燃
ご
み
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
可
燃

ご
み
と
し
な
い
で
、
マ
ー
ク
別
に

分
け
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。

　

可
燃
ご
み
だ
っ
た
ら
一
キ
ロ
グ

ラ
ム
あ
た
り
の
焼
却
料
が
百
円
〜

百
五
十
円
位
か
か
る
の
に
、
容
器

包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
は
あ
ま
り

焼
却
し
な
く
て
い
い
の
で
、
リ
サ

イ
ク
ル
と
し
て
ま
た
使
え
る
し
、

焼
却
料
も
た
く
さ
ん
か
か
ら
な
い

の
で
、
一
石
二
鳥
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
マ
ー
ク
を
見
て

き
ち
ん
と
分
別
し
た
り
、
使
え
る

も
の
は
捨
て
ず
に
使
う
よ
う
に
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

南
宮
中
学
校
三
年
二
組

   
南
宮
中
学
校
三
年
二
組

永

池

航
太
郎

永　

池 
航
太
郎

エ
コ
ツ
ア
ー
を
通
し
て

エ
コ
ツ
ア
ー
を
通
し
て

学
ん
だ
こ
と

学
ん
だ
こ
と

豊
田
中
学
校

   
豊
田
中
学
校
三
年
二
組

三
年
二
組

片

桐

あ
つ
美

片　

桐　

あ
つ
美

エ
コ
ツ
ア
ー
に

エ
コ
ツ
ア
ー
に

行
っ
て
み
て
の
感
想

行
っ
て
み
て
の
感
想

　去る８月５日、ごみ減量化の一環として、市内中学
生を対象に、分別収集したごみがどのような流れでリ
サイクルされているかを、施設等をめぐって勉強して
もらおうと「エコツアー」を開催しました。
　このエコツアーでは、北安曇郡松川村㈱Ｇフレンド
リー施設と、松本市の松本クリーンセンターのリサイ
クル施設を見学し、３７名の中学生が参加されました。
　生徒たちが実際に見て聴いて感じたことをまとめた
レポートの中から一部をご紹介します。
※容器包装リサイクル法につきましては、広報なかの
　８月号でお知らせしています。ご覧ください。

エコツアーエコツアーにに参加して…参加し て…
～市内中学校生徒の～市内中学校生徒の

作文報告～作文報告～

�
山
積
み
の
ゴ
ミ
に
驚
き
ま
し
た

�
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
の

　

説
明
を
熱
心
に
聞
き
ま
し
た
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高
齢
者
の
知
識
・
経
験
・
技
能
を
生
か

し
、
明
る
く
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
活
躍
し

て
い
ま
す
。

　

た
だ
い
ま
セ
ン
タ
ー
で
は
、
定
年
退
職

さ
れ
た
方
等
で
、
バ
リ
バ
リ
の
会
員
さ
ん

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
今
ま
で
の
経
験

を
生
か
し
た
豊
か
な
第
二
の
人
生
を
お
く

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
方
は
、
事
務
所
へ
相
談
に
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

（
事
務
所　

中
央
二
丁
目
一
番
三
十
六
号

信
濃
中
野
郵
便
局
前
）

　�
中
野
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（�
�
０
４
６
８　

Ｆ
Ａ
Ｘ�
０
０
４
１
）

　　

高
年
齢
者
が
生
涯
に
わ
た
り
、
社
会
の

一
員
と
し
て
役
立
つ
こ
と
は
健
康
の
維
持
、

増
進
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

多
様
な
社
会
活
動
に
参
加
す
る
機
会
を

確
保
す
る
こ
と
は
、
活
力
あ
る
地
域
社
会

を
築
き
上
げ
る
た
め
、
大
切
で
必
要
な
こ

と
で
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
ま
さ
に

そ
の
ひ
と
つ
の
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
高
齢
者
福
祉
の
一
環
と

し
て
、
重
要
な
立
場
に
あ
り
ま
す
。
シ
ル

バ
ー
の
会
員
は
、
福
祉
の
受
け
身
に
と
ど

ま
る
こ
と
な
く
、
積
極
的
に
「
社
会
の
担

い
手
」
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
地
域
社

会
に
密
着
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
に
こ
た

え
た
就
業
を
通
し
て
、
自
ら
の
い
き
が
い
、

地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
会
員
を
始
め
関
係
者
の
熱
意
と

努
力
に
よ
り
地
域
の
方
々
に
大
変
好
評
で
す
。

◎
高
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
く
、 公
益
的
・
公
共
的
な
団

体
で
す
。

◎
中
野
市
と
山
ノ
内
町
の
広
域
で
設
置
し

て
い
ま
す
。

◎
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
原
則
六
十
歳

以
上
の
方
が
会
員
と
し
て
登
録
し
ま
す
。

◎
自
主
的
な
会
員
組
織
で
事
業
の
運
営
に

参
画
し
ま
す
。

◎
会
員
は
引
き
受
け
た
仕
事
を
完
成
ま
た

は
遂
行
し
、
そ
の
仕
事
の
内
容
に
よ
っ

て
配
分
金
を
受
け
取
り
ま
す
。

高
齢
者
の
皆
さ
ん

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員ははははははははははははははははははははははははははははははははここここここここここここここここここここここここここここここここののののののののののののののののののののののののののののののののよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよううううううううううううううううううううううううううううううううなななななななななななななななななななななななななななななななな仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事でででででででででででででででででででででででででででででででで会員はこのような仕事で
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍ししししししししししししししししししししししししししししししししてててててててててててててててててててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす活躍しています

　　　　　　　　会 員 数　　　　　　９３２名
　　　　　　　　受注件数　　　　３，９６９件
　　　　　　　　契約金額　５００，３７４千円

植木の剪定・冬囲い・片付け・運搬・襖、障子の張替え
・表装・ペンキ塗り・大工仕事・左官仕事・植木の消毒

技能業務

配達・販売・催し物準備
・片付け・ポスター貼り

遺跡発掘・ホテル、旅館
業務・家事援助・介護

諸業務サービス業務

駐車場管理・施設管理・
日直・宿直・倉庫管理

草取り ・ 草刈り ・ 清掃 ・ 除
雪 ・ えのき作業 ・ 農作業

管理業務軽作業

経理事務 ・ 自動車運転・パ
ソコン ・看護師 ・ 各種講師

一般事務・宛名書き・賞
状書き・式次第書き

専門技術事務筆耕

▲ ぽんぽこの湯周辺でボランティア活動
　  （草取り、ゴミ拾い）で汗を流す会員▼

平成16年度
　実　績　
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セ
ン
タ
ー
の
役
割
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
早
わ
か
り



　先生の本格ソプラノの歌を聴いたり、童謡
・四季折々の歌・昔懐かしい歌をみんなで歌
います。
　またリズムよくタンバリン・鈴・カスタネ
ットで合奏します。
　終わった後は不思議なくらい気持ちが晴れ
晴れしています。

　もともとの絵の上手、下手は関係ありま
せん。
　先生の白板に描く絵を真似て下絵を描き、
色をのせると、とても素敵……誰に送ろう
かと言葉を考えると心がウキウキしてきま
す。

　身体の動きについて知り、楽しく運動しま
す。
　いかに体を老化させないか、今からでも遅
くない、少しずつでも実践できることを考え
ます。
　また、理学療法士さんの個別相談も好評で
す。

　体の健康を保つには、運動･栄養･休養です
が、脳の健康を保つためにも、脳を使う習慣・
バランスのとれた食事・十分な睡眠が大切と
いうお話に納得。
　牛乳パックを使ったペンスタンドづくりで
は、ものさしを使うのは何年ぶりと言いなが
らも楽しいひと時です。

　椿・鳩車･中野土人形などの用意をしていた
だいた下絵を切り抜きます。
　カッターを持つのは初めてという方がほと
んどですが、できた作品を色紙に張るとビッ
クリ!!「これホントにおばあちゃんがつくっ
たの？」とご家族に言われたという話もしば
しばです。

作
業
療
法

切

り

絵

理
学
療
法

絵

手

紙

音

楽
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「
寝
た
き
り
に
な
り
た
く
な

い
」「
ぼ
け
た
く
な
い
」
と
い

う
の
は
、
誰
も
の
願
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
脳
卒
中
な
ど

生
活
習
慣
病
の
予
防
を
す
る
と

と
も
に
、
転
倒
骨
折
、
低
栄
養

状
態
、
認
知
症
、
閉
じ
こ
も
り

等
に
よ
る
要
介
護
状
態
を
、
で

き
る
か
ぎ
り
予
防
す
る
こ
と
、

ま
た
、
要
介
護
の
状
態
に
な
っ

て
も
、
状
態
が
悪
化
し
な
い
よ

う
に
す
る
「
介
護
予
防
」
が
大

切
で
す
。

　

市
で
は
、
さ
ん
さ
ん
館
や
豊

田
保
健
セ
ン
タ
ー
等
で
行
う
介

護
予
防
拠
点
講
座
（
さ
ん
さ
ん

講
座
）
と
各
地
区
の
公
民
館
で

行
う
介
護
予
防
地
域
講
座
（
お

達
者
く
ら
ぶ
）
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
今
年
度
か
ら
新
た

に
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た

「
お
達
者
く
ら
ぶ
」
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

介護予防地域講座

おおおおおおおおおおおお達達達達達達達達達達達達者者者者者者者者者者者者くくくくくくくくくくくくららららららららららららぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶお達者くらぶ
寝
た
き
り
ゼ
ロ
の

寝
た
き
り
ゼ
ロ
の

情
報
か
わ
ら
版

情
報
か
わ
ら
版

開催中

　市では、高齢者の皆さんを対象に保健師、栄養士、歯科衛生士が健康講座を行っています。
「健康についての話が聞きたい！」という方は、小さいグループでも結構ですので、お気軽
にご連絡ください。
　　　　　　　　　　　　　連絡先　中野市保健福祉部高齢者福祉課保健福祉係
　　　　　　　　　　　　　　　電話　２２－２１１１　内線　２９６・２９７

　５回１コースの市内９会場で各講師の先生による講座を中心に軽体操・音読
・健康相談を行っています。

講　　　師内　　容

声楽家・ボイストレーナー
沼田　秀美　先生

みんなで楽しく歌ったり、音楽を聴いて気
持ちも晴れ晴れ

書画デザイナー
佐藤　久希子　先生

ステキな絵手紙作りましょう

北信総合病院
理学療法士　

身体の動きを知り、楽しく運動してみませ
んか？

北信総合病院
作業療法士

楽しく手先を動かし脳の活性化
～牛乳パックのペンスタンドを作りましょう～

中野切り絵の会の皆さん手先を使って切り絵づくり

☆
月
々
の
日
程
に
つ
い
て
は
、

広
報
な
か
の
で
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

　

ど
こ
の
会
場
へ
も
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。
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　市民の皆さんに人権を身近な問題として考えていた
だくため、10月１日、人権センターまつりを、中野市
人権センター及び中央公民館講堂で開催しました。
　当日は、野外チャリティ販売、ポスターや各種活動
作品の展示、そして、ギター演奏や歌と語りによる｢カ
ラージュ講演会｣が行われ、来場された皆さんは、この
イベントで、人権についての理解を一層深めました。

人権センターまつり
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　９月27日、平成17年度｢第１回中野市合同金婚式｣を、
アップルシティーなかので開催しました。
　今回、金婚式を迎えられたご夫婦は、中野地域と豊
田地域で昭和30年にご結婚された皆さんなどを対象に、
お申し込みいただいた104組のうち、77組のご夫婦が
参加し、当日は市長から一組一組に、直接褒状と記念
品が贈呈されました。
　50年もの長い間、苦楽をともにされてきた皆さんに、
これからもご夫婦そろって、お元気で過ごされること
を願って、参加された皆さんでお祝いをしました。

　９月23日、青い空の下で、子どももお年寄りも障害
をお持ちの方も、ふれあい、支え合い、仲間の輪を広
げていただこうと、ふれあい広場が一本木公園で開催
されました。
　当日は、和太鼓演奏や人形劇、また、毎年好評の「愛
のバザー」も行われました。会場は多くの人たちでに
ぎわい、ふれあいの輪が広がっていました。

▲語りと音楽を使った人権講演会が行われました

まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききでき▼市長から褒状と記念品が手渡されました

▲大勢の人たちでにぎわった「ふれあい広場」

▼晋平メロディーの 「のびのび健康体操」 も行われました

第１回中野市合同金婚式

　10月２日、中山晋平記念館において、第19回中山晋
平記念館まつりが行われました。
　今回は合併を記念した中野市合併記念交流イベント
として、市内の音楽団体などのほか、県内や山梨県・
新潟県からの皆さんも含めて26団体が出演しました。
また、みなみ保育園の園児や日野小学校の児童の皆さ
んも発表を行いました。
　合唱以外にも、ギター、ハーモニカ、筝、尺八、大
正琴、オカリナ、草笛などの演奏が行われ、晋平の里
で、心のうた、ふるさとの歌を皆さんで味わいました。

第19回中山晋平記念館まつり

ふれあい広場
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ふるさと苑敬老祝賀式・
高齢者祝品贈呈

写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写 真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真 館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館写 真 館
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととごと

　ふるさと苑では９月16日、敬老祝賀式が行われまし
た。祝賀式では、お祝いの言葉や該当される方々に祝
品の贈呈などが行われ、最後に花房流の皆さんによる
祝舞が披露されました。
　また、９月19日の敬老の日には、77歳、88歳、99歳
以上の方々のお宅を訪問して、祝金や祝品の贈呈が行
われました。

小学校運動会

今月の表紙

　９月17日、市内11小学校で運動会が行われました。
　当日は好天に恵まれ、グラウンドでは、かけっこ
や綱引き、大玉おくり、組体操など、この日のため
に練習を行ってきた子どもたちは、応援にかけつけ
た家族などの前で発表し、また、楽しんでいました。
　応援でも「がんばれ！」「がんばれ！」と、元気
な子どもたちの声援が、校庭いっぱいに響き渡って
いました。
【表紙の写真：倭小学校　左の写真：永田小学校】

総合防災訓練を実施

▲ドアを切断し救出する「車輌救出訓練」

　防災の日の９月1日、関係機関などの協力により中
野市総合防災訓練を実施しました。
　当日は、大規模直下型地震が発生し、中野地区内に
家屋の倒壊や火災などの災害が発生したとの想定。
　中野小学校の校庭では、「初期消火訓練」として、中
野地区の皆さん約60名によるバケツリレーや「車輌救
出訓練」、「低所救出訓練」などが実施されました。
　参加された皆さんは、いつ起こるかわからない地震
や災害に備えて真剣に訓練をしていました。

▲祝金と祝品の贈呈があった玉木かねさん （西条・101歳）

▲華麗な舞で敬老を祝しました（ふるさと苑）
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みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななみんなのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばひろば

�▼ 林畔（はやしぐろ）
１号古墳。市の史跡に
指定されている。

�▲ 田麦浄水場。ここで作られた
浄水は、高丘や長丘、中野の配
水池へ送られている。

�▼ 八王子神社。春祭りや秋の大
祭、新嘗祭の開催場所で、祭り
当日は区内の全戸が集まる。

�▲ 火の神様がいるとい
われているほこら。４
月に秋葉祭が開かれる。

地域を知
ろう！

中野めぐり

　硲区は千曲川沿いにある集落です。主
な行事として、４月に春祭り、９月に秋
の大祭、そして10月には一年の豊作を感
謝する新嘗祭（にいなめさい）を開催し
ています。これらのほかにも、火の神様
のお祭りもあります。これは秋葉祭とい
いますが、４月中旬に行っています。

　田麦区では、１年間に８つのお祭りが
開かれています。その中でも秋の例大祭
が一番盛大で、神楽が区内を練り歩き、
獅子が舞います。また、台風などの災害
をよけるため、区内の東西南北でお払い
をする「風鎮祭」という行事も行われて
います。

No.�

 田  
た

 麦  区
むぎ

 硲 　区
はさま

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

　

今
回
ご
紹
介
す
る
「
旬
の
会
」
は
、
平

成
十
四
年
四
月
か
ら
農
産
物
直
売
所
を
ス

タ
ー
ト
し
、
自
分
た
ち
の
家
で
栽
培
し
た

新
鮮
な
野
菜
、
花
、
果
物
な
ど
を
、
そ
の

日
に
収
穫
し
て
販
売
し
て
お
り
、
現
在
、

新
井
の
四
十
歳
か
ら
六
十
歳
代
の
農
家
の

主
婦
、
十
四
名
が
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
直
売
所
で
は
、
五
月
か
ら
十
月
ま

で
、
毎
週
金
曜
日
の
午
後
三
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
三
十
分
頃
ま
で
、季
節
の「
旬
」

な
農
産
物
等
の
販
売
を
行
い
、
低
農
薬
に

こ
だ
わ
り
、百
円
と
い
う
低
価
格
で
安
全
・

安
心
な
も
の
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

活
動
で
大
変
な
点
は
、
品
物
が
少
な
い

時
や
欲
し
い
物
が
な
い
時
、
持
ち
寄
っ
た

物
が
同
じ
品
物
に
集
中
し
た
時
で
、
そ
れ

ぞ
れ
家
の
仕
事
に
支
障
が
な
い
よ
う
生
き

が
い
と
楽
し
さ
を
求
め
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

三
年
が
経
過
し
て
固
定
客
も
増
え
て
き

ま
し
た
が
、
今
後
は
も
っ
と
多
く
の
お
客

さ
ん
に
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
、

完
売
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

代
表
の
藤
沢
良
子
さ
ん
は
、「
よ
り
多
く

の
皆
さ
ん
に 『
旬
の
会
』の
新
鮮
な
農
産
物

を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

vol.6

倭地区倭地区

科野地区科野地区

平岡平岡
地区地区

中野中野
地区地区

永田地区永田地区

豊津地区豊津地区

上今井上今井
地区　地区

長
丘
地
区

長
丘
地
区

平野平野
地区地区

高丘地区高丘地区

延徳延徳
地区地区

日野日野
地区地区

代 表　藤 沢 良 子
旬  の  会

八王子神社八王子神社

��

��

ほこらほこら 
（火の神様） （火の神様）

国
道
国
道　

号号
117117 ��

田麦浄水場田麦浄水場

林畔１号古墳林畔１号古墳

田麦神社田麦神社
��
��

��田麦公会堂田麦公会堂

国
道
国
道　

号号
292292

��

硲生活改善センター硲生活改善センター

千曲川千曲川
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ぼ
く
は
、
車
が
大
好
き
な
の
で

大
き
く
な
っ
た
ら
車
屋
さ
ん
か
車

を
直
す
人
か
車
を
つ
く
る
人
に
な

り
た
い
で
す
。

　

ぼ
く
は
た
ま
に
、
近
所
の
修
理

工
場
に
行
っ
て
見
学
し
て
い
ま
す
。

機
械
で
車
を
上
げ
て
直
す
と
こ
ろ

を
見
て
い
ま
す
。
お
じ
さ
ん
の
仕

事
を
見
て
い
て
、
ぼ
く
も
直
す
の

を
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

修
学
旅
行
で
、
日
産
の
工
場
に

行
っ
て
、
車
が
で
き
る
の
を
見
ま

し
た
。
そ
の
様
子
を
見
て
い
て
、

お
も
し
ろ
そ
う
だ
な
と
思
っ
た
か

ら
、
車
を
つ
く
る
人
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
目
標
を

持
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
勉
強
を
が
ん
ば
っ
て
、

い
っ
ぱ
い
運
動
を
し
て
力
を
つ
け

て
、
機
械
を
直
す
と
き
に
役
立
て

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
図
書
館
に
行
っ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
車
の
本
を
借
り
て
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
調
べ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ぼ
く
の
夢
が
か
な
う
と
い
い
な

ぁ
と
思
い
ま
す
。

 �
車
の
仕
事
が
し
た
い
！�

⑥

新新 婚婚 ささ
んん

長丘小学校６年
篠 原　雅 紀くん

観光客１００万人を目指して

 「信州なかの観光協会」がスタート！
　９月28日、「信州なかの観光協会」の設立総会が中野
地域職業訓練センターで開かれ、観光客100万人を目指
して新たな一歩を踏み出しました。これまで市が業務
を兼務していた中野市観光協会は９月30日をもって閉
会。様々な観光ニーズに対応するため、柔軟な活動が
できる民間主導の観光協会へと移行しました。
　今後は中心市街地活性化施設に設置された事務所を
拠点に、「自然・食・文化の交流舞台　信州中野」を観
光の基本テーマとして、各種事業を展開していきます。

��
 

設
立
総
会
で
あ
い
さ
つ
を

す
る
高
見
澤
吉
晴
会
長
（
９

月　

日
）

28

��
 

新
し
い
事
務
所
の
開
所
式

（　

月
1
日
、
中
心
市
街
地

10
活
性
化
施
設
に
て
）

何
事
に
も
「
一
生
懸
命
」
な
二
人

　
　
  
笑
顔
と
会
話
が
い
っ
ぱ
い
の
家
庭
に

�
出
会
っ
た
き
っ
か
け
は

（
稔
一
さ
ん
・
江
利
子
さ
ん
）
共

通
の
知
人
を
通
し
た
飲
み
会
で
知

り
合
い
ま
し
た
。
お
互
い
に
サ
ッ

カ
ー
が
好
き
と
い
う
こ
と
で
、
と

て
も
話
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

�
第
一
印
象
は

（
稔
一
さ
ん
）
最
初
は
全
然
し
ゃ

べ
ら
な
か
っ
た
の
で
、
物
静
か
な

人
だ
な
ぁ
と
感
じ
ま
し
た
。

（
江
利
子
さ
ん
）お
笑
い
の
中
川
家

 （
兄
） に
似
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

�
お
互
い
の
す
て
き
な
と
こ
ろ
は

（
稔
一
さ
ん
）
何
で
も
一
生
懸
命

頑
張
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。
仕
事
で

疲
れ
て
い
て
も
、
家
事
を
し
っ
か

り
や
っ
て
く
れ
ま
す
。

（
江
利
子
さ
ん
）
私
も
稔
一
さ
ん

と
一
緒
で
、
何
で
も
一
生
懸
命
頑

張
る
と
こ
ろ
で
す
。

�
ど
ん
な
家
庭
を
築
い
て
い
き
た

い
で
す
か

（
稔
一
さ
ん
）
一
番
大
切
な
こ
と

は
、
お
互
い
を
尊
重
し
な
が
ら
、

何
で
も
話
し
合
え
る
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
家
庭
を
築

け
る
よ
う
、
堅
忍
不
抜
の
精
神
で

努
力
し
続
け
ま
す
。

（
江
利
子
さ
ん
）
笑
顔
と
会
話
が

あ
ふ
れ
る
家
庭
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
稔
一
さ
ん
、
今
の
ま
ま
変

わ
ら
な
い
気
持
ち
で
頑
張
る
よ
！

和　田　稔　一さん（33歳）
　　  　江利子さん（33歳）

（岩船）
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月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保
険

10
の
保
険
証
が
一
人
１
枚
の
カ
ー
ド

に
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
修
学

の
た
め
に
交
付
さ
れ
て
い
た
学
生

用
保
険
証
�学
 

や
、
長
期
の
旅
行
や

出
稼
ぎ
な
ど
の
た
め
に
交
付
さ
れ

て
い
た
遠
隔
地
用
保
険
証
�遠
 

は
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。

　

就
職
先
の
健
康
保
険
に
加
入
し

た
方
や
、
学
校
を
卒
業
し
他
の
市

区
町
村
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
ま

だ
、
国
民
健
康
保
険
証
カ
ー
ド
に

名
前
が
あ
る
方
な
ど
、
内
容
に
異

動
が
あ
る
場
合
は
、
異
動
す
る
人

の
保
険
証
カ
ー
ド
を
持
参
し
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
世
帯

主
変
更
や
住
所
変
更
の
場
合
は
、

国
保
に
加
入
す
る
世
帯
全
員
分
の

保
険
証
カ
ー
ド
を
添
え
て
市
役
所

窓
口
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
証
の
大
き
さ
が
小

さ
く
な
っ
て
い
ま
す
。
紛
失
に
は

十
分
ご
注
意
い
た
だ
き
、
カ
ー
ド

ケ
ー
ス
を
利
用
す
る
な
ど
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

身
体
の
不
自
由
な
人
（
身
体
障

害
者
手
帳
及
び
戦
傷
病
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
）
が
使
用
し
て
い
る

補
装
具
（
肢
体
装
具
）
の
巡
回
修

理
を
行
い
ま
す
。
事
前
に
修
理
品

目
を
把
握
す
る
た
め
、　

月　

日

10

14

�
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

期
日　
　

月
９
日�

11

時
間　

午
前　

時
〜
午
後
１
時

10

場
所　

人
権
セ
ン
タ
ー
会
議
室
１

持
ち
物　

補
装
具
、
障
害
者
手
帳

等
、
印
鑑

◆
人
権
教
育
講
座

期
日　
　

月　

日�

10

20

時
間　

午
後
６
時　

分
〜
８
時

30

会
場　

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

講
師　

山
田
富
佐
子
さ
ん
（
飯
山

養
護
学
校
教
諭
）、湯
本
真
咲
さ
ん

（
北
信
圏
域
障
害
者
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
）

演
題　

「
発
達
障
害
の
理
解
と
支

援
」
〜
家
庭
・
地
域
・
学
校
と
の

連
携
の
中
で
〜

◆
気
付
き
川
柳
教
室

期
日　
　

月　

日�
か
ら
２
月
ま

10

14

で
の
毎
月
第
２
金
曜
日
の
全
５
回

お知らせ

中野市役所
�22-2111
FAX(広報直通)
22-2445
豊田支所
�38-3111

国
民
健
康
保
険
証
の

内
容
確
認
を

保
健
課
保
険
医
療
係
（
内
線
２

４
３
）
ま
た
は
豊
田
支
所
保
健

福
祉
課
保
健
係
（
内
線
１
４
６
）

�

　

中
野
市
土
地
開
発
公
社
で
は
、

豊
田
地
域
の
分
譲
地
を
販
売
し
て

い
ま
す
。

分
譲
地　

南
沖
住
宅
団
地　

５
区

画
（
高
台
に
あ
り
、
眺
め
が
素
晴

ら
し
い
で
す
）
②
飯
綱
平
住
宅
団

地　

２
区
画
（
市
街
地
に
近
く
、

立
地
条
件
が
最
高
で
す
）

区
画
面
積　

２
７
９
・
１
４
㎡
〜

３
４
７
・
１
６
㎡

分
譲
価
格　

６
３
８
・
７
万
円
〜

８
１
９
・
４
万
円

受
付
期
間　

午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
、
随
時
受
付
中
（
休
日

を
除
く
）。

　毎年11月６日(いいろうご)から12日は、年金制度をより身近に、
より正しく知っていただくことを目的とした年金週間です。
　県内７か所の社会保険事務所と長野年金相談センターでは、こ
の期間、以下のスケジュールで年金相談を行います。
　普段、お仕事などでなかなか年金相談に来られない方はぜひご
利用ください。相談に来られる際は、年金手帳または年金証書を
お持ちください。代理の方が来られる場合は、委任状が必要とな
ります。
11月の年金相談スケジュール
●相談時間の延長日【受付時間】午前８時30分～午後７時
  ７日�、 ８日�、 ９日�、 10日�、 11日�、 14日�、 21日�、 28日�
●休日相談日【受付時間】午前９時30分～午後４時
　６日�、12日�
問い合わせ先
市民課国民年金係（内線２３７）・豊田支所市民環境課市民環境
係 （内線１５１）または長野北社会保険事務所（０２６－ （２４４）
－４１００）

人
権
教
育
講
座 

気
付
き
川
柳
教
室

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

�
３
５
２
２

�

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

30

会
場　

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

講
師　

長
野
県
川
柳
作
家
連
盟
会

長　

石
田
一
郎
先
生

持
ち
物　

筆
記
用
具

　

長
野
県
に
関
す
る
豊
富
な
統
計

資
料
等
を
掲
載
し
た
県
民
手
帳
の

予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

価
格　

５
０
０
円
（
税
込
）

仕
様　

サ
イ
ズ　

㌢
×　

㌢
厚
さ

13.8

7.8

１
㌢　

総
頁
数　

㌻
278

予
約
締
切　
　

月　

日�

10

25

発
送　
　

月
上
旬
〜

12

※
現
在
、
各
区
に
お
い
て
も
回
覧

　

に
よ
り
予
約
を
受
付
中
で
す
。

◆
地
域
史
講
演
会

期
日　
　

月　

日�

10

16

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

30

会
場　

中
野
市
働
く
婦
人
の
家

演
題　

「
ち
ゃ
ぶ
台
に
つ
い
て
」

講
師　

小
泉
和
子
先
生
（
昭
和
の

く
ら
し
博
物
館
長
）

◆
市
民
文
化
財
研
修

期
日　
　

月　

日�

10

13

研
修
場
所　

松
本
市
立
博
物
館
、

旧
開
智
学
校
、
馬
場
家
住
宅

参
加
費　

１
８
０
０
円

補
装
具
の
巡
回
修
理

厚
生
課
福
祉
係
（
内
線
２
９
４
）

ま
た
は
豊
田
支
所
保
健
福
祉

課
福
祉
係
（
内
線
１
４
３
）

�

平
成　

年
版
県
民
手
帳

18
企
画
情
報
課
統
計
交
流
係

（
内
線
２
１
７
）

�

宅
地
分
譲
地
の
販
売

中
野
市
土
地
開
発
公
社
（
都
市
計

画
課
内
）（
内
線
３
５
８
）
ま
た
は

豊
田
支
所
建
設
課 （
内
線
１
３
５
）

�11月６日�～12日�は年金週間です
～明日のあなたを考えて…年金はあなたが主人公です～

地
域
史
講
演
会
・

市
民
文
化
財
研
修

中
野
市
歴
史
民
俗
資
料
館

�
５
０
０
５

�
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皆
で
お
話
を
聞
い
た
り
、
お
し

ゃ
べ
り
を
し
た
り
し
て
、
寝
た
き

り
や
認
知
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

中
野
地
域

●　

月
７
日�
午
後
２
時
〜
４
時

10
・
岩
井
区
民
会
館

●　

月　

日�
午
前
９
時　

分
〜

10

24

30

　

時　

分
・
新
保
構
造
改
善
セ
ン

11

30

タ
ー

●　

月　

日�
午
前
９
時　

分
〜

10

28

30

　

時　

分
・
東
吉
田
区
民
会
館

11

30

豊
田
地
域

●　

月　

日�
午
前
９
時　

分
〜

10

11

30

　

時　

分
・
梨
久
保
集
会
所

11

30

●　

月　

日�
 
午
後
２
時
〜
４

10

14

時
・
豊
田
公
民
館
永
田
地
区
館

●　

月
７
日�
午
後
２
時
〜
４
時

11
・
豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー

●　

月
８
日�
午
前
９
時　

分
〜

11

30

　

時　

分
・
豊
田
公
民
館
永
田
地

11

30

区
館

そ
の
他　

材
料
費
が　

円
程
度
か

100

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

販
売
品 （
定
価
）　

農
業
日
誌
・
フ

ァ
ミ
リ
ー
日
誌
（
各
１
冊
１
４
０
０

円
）、
新
農
家
暦
（
１
冊
４
８
０
円
）

予
約
締
切　
　

月　

日�

10

28

申
し
込
み
先　

農
政
課
振
興
係

　

中
野
商
工
会
議
所
で
は
、
市
内

商
業
の
活
性
化
を
目
的
に
今
回
初

め
て
の
試
み
と
し
て
、
お
楽
し
み

券
付
共
通
商
品
券
を
発
行
し
て
お

り
ま
す
。

販
売
場
所　

中
野
商
工
会
議
所

販
売
期
間
及
び
有
効
期
間

平
成　

年
２
月　

日�
ま
で

18

28

商
品
券
の
種
類　

１
０
０
円
券
、

５
０
０
円
券
、
１
０
０
０
円
券
の

３
種
類

介
護
予
防
地
域
講
座

（
お
達
者
く
ら
ぶ
）

�

　コンポスト化施設により製造した肥料

なかの 「おすみちゃん」の販売があります。

皆さんぜひご利用ください。

10月の販売日　12日�、16日�、26日�

11月の販売日　２日�、９日�、13日�

販売価格（税込み）

１袋 （15㎏） 200円、バラ （500㎏） 2,500円

※バラは予約制となります。販売日の10

　日前までに必ず予約をしてください。

販売場所　中野浄化管理センター

　　　　（中野市大字江部511番地）

販売時間　午前９時から午後１時まで

問い合わせ先　下水道課施設管理係（内

線２８１）または豊田支所下水道係（内線１３７）

 なかの 「おすみちゃん」 販売
賞
品
総
額　
　

万
円

30

お
楽
し
み
券
の
抽
選
日
及
び
公
開
日

平
成　

年
４
月
１
日�

18

購
入
方
法　

購
入
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
現
金
と
引

き
換
え
に
な
り
ま
す
。

　
　

〜　

月
に
道
路
交
通
セ
ン
サ

10

11

ス
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
道
路
と
道
路
交

通
の
実
態
を
把
握
し
、
将
来
の
道

路
づ
く
り
計
画
を
策
定
す
る
た
め

に
行
う
道
路
交
通
の
最
も
基
本
的

な
調
査
で
す
。

　

自
動
車
、
二
輪
車
、
歩
行
者
の

交
通
量
の
調
査
と
、
自
動
車
を
お

持
ち
の
方
の
中
か
ら
無
作
為
に
選

定
さ
れ
た
方
に
、
調
査
員
が
伺
っ

て
行
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

期
日　
　

月
８
日�

10

時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
３

30

時　

分
30

場
所　

須
坂
市
小
河
原　

番
地　

492

農
業
総
合
試
験
場
、
農
事
試
験
場
、

果
樹
試
験
場

内
容　

①
試
験
研
究
の
成
果
と
新

品
種
の
展
示
②
果
樹
園
視
察
や
稲

刈
り
等
の
農
業
体
験
及
び
農
業
相

談
③
り
ん
ご
、
ぶ
ど
う
、
な
し
、

新
米
等
の
試
食
会
及
び
販
売

　

北
公
園
に
隣
接
す
る
市
民
体
育

館
を
は
じ
め
、
公
園
内
に
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

テ
ニ
ス
場
、
野
球
場
、
運
動
場
、

武
道
館
、
弓
道
場
な
ど
の
施
設
が

あ
り
、
練
習
や
各
種
大
会
に
利
用

中
野
商
工
会
議
所

お
楽
し
み
券
付

共
通
商
品
券
発
行

中
野
商
工
会
議
所
業
務
課

�
２
１
９
１

�

出
か
け
て

　

み
ま
せ
ん
か ⑤

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
テ
ニ
ス
場
、
運
動
場
、

野
球
場
に
は
ナ
イ
タ
ー
照
明
も
完

備
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
公
園 （
運
動
公
園
）

所在地／一本木590-1

平
成　

年
版
農
業
日
誌

18
農
政
課
振
興
係

（
内
線
２
５
３
）

�

高
齢
者
福
祉
課
保
健
福
祉
係

（
内
線
２
９
６
）
ま
た
は
豊

田
支
所
内
豊
田
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー （
内
線
１
４
４
）

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス

に
ご
協
力
を

中
野
建
設
事
務
所
管
理
計
画

課�
３
４
２
６

�

北公園周辺のスポーツ施設等

農
業
総
合
試
験
場
等

一
般
公
開

長
野
県
農
業
総
合
試
験
場

 （
０
２
６ （　

） ２
４
１
１
）

246

�
第　

回
「
鉄
道
の
日
」

12

　

月　

日�

10

14

自
動
車
点
検
整
備
推
進
強
化
月
間

　

月
１
日�
〜　

日�

10

31
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開
か
れ
た
県
政
の
推
進
を
図
る

た
め
、
県
民
と
知
事
が
直
接
語
り

合
う
車
座
集
会
「
知
事
と
語
ろ
う

信
州
の
明
日
」
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　
　

月　

日�

10

10

時
間　

午
後
１
時
〜
３
時

会
場　

中
野
市
民
会
館　

号
会
議

41

室
（
２
階
）

参
集
範
囲　

中
野
市
、
山
ノ
内
町
、

木
島
平
村
の
住
民
を
中
心
に
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

バ
ギ
ー
（
３
歳
ま
で
）
★
ワ

ー
プ
ロ

★
ソ
フ
ァ
ー
★
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト

ピ
ア
ノ
★
三
味
線
★
電
動
車
イ

ス
★
車
イ
ス
★
自
転
車
★
Ｃ
Ｄ

ラ
ジ
カ
セ
★
Ｍ
Ｄ
コ
ン
ポ
★
テ

レ
ビ
★
カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ
★
ノ

ー
ト
パ
ソ
コ
ン
★
箱
型
補
聴
器

★
プ
レ
ハ
ブ
物
置
★
ブ
ラ
ン
コ

（
小
学
生
用
）
★
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
用
も
み
の
木
★
シ
ン
セ

サ
イ
ザ
ー
★
ベ
ビ
ー
サ
ー
ク
ル

★
ベ
ビ
ー
ゲ
ー
ト
★
寝
袋
★
オ

ー
ブ
ン
レ
ン
ジ
★
ス
ノ
ー
シ
ュ

ー
★
か
ん
じ
き
★
ピ
ア
ノ
用
イ

ス
★
コ
ン
ビ
ラ
ッ
ク
★
歩
行
器

 （
子
供
用
）★
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト

申
し
込
み
先　

市
民
課
生
活
交

通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
生
活

交
通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境
課

市
民
環
境
係
（
内
線
１
５
１
）

　

リ
サ
イ
ク
ル
と
ゴ
ミ
の
減
量

化
の
た
め
、
ご
家
庭
で
使
わ
な

く
な
っ
た
物
や
欲
し
い
物
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
こ
に
掲
載
し
て
い

る
以
外
の
物
も
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
９
月　

日
現
在
で
掲
載
）

20

★
木
製
ベ
ッ
ド
★
パ
イ
プ
ベ
ッ

ド
★
オ
ル
ガ
ン
★
電
気
オ
ル
ガ

ン
★
除
雪
用
シ
ャ
ベ
ル
★
座
卓

★
布
団
乾
燥
機
★
ス
タ
ッ
ト
レ

ス
タ
イ
ヤ
★
ス
キ
ー
セ
ッ
ト
★

バ
ス
チ
ェ
ア
（
子
供
用
）
★
大

人
用
三
輪
車
★
幼
児
用
自
転
車

★
味
噌
桶
（
家
庭
用
）
★
食
器

棚
★
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
★
カ
ラ

オ
ケ
セ
ッ
ト
★
人
形
ケ
ー
ス
★

�
ゆ
ず
り
ま
す

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い�

リ
サ
イ
ク
ル

リ
サ
イ
ク
ル

�
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

　

開
発
発
展
途
上
国
の
人
々
と
生

活
し
、
相
互
理
解
を
図
り
な
が
ら
、

協
力
活
動
を
し
て
い
く
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
内
容　

①
青
年
海
外
協
力
隊

②
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

③
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
④

日
系
社
会
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
期
間　
　

月　

日�
〜　

月

10

10

11

　

日�
16※

詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

　

国
土
地
理
院
及
び
都
市
再
生
機

構
で
は
、
市
街
地
を
中
心
に
測
量

等
を
実
施
し
ま
す
。

期
間　
　

月
〜
平
成　

年
３
月

11

18

対
象
地
域　

市
内
の
人
口
集
中
地
域

作
業
内
容　

資
料
収
集
及
び
現
地

調
査
（
公
共
基
準
点
、
官
民
境
界

の
状
況
調
査
）

そ
の
他　

原
則
と
し
て
民
有
地
に

は
立
ち
入
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

期
日　
　

月　

日�

10

31

時
間　

午
後
１
時
〜
４
時
（
受
付

は
午
後
０
時
〜
３
時　

分
）

30

会
場　

メ
ル
パ
ル
ク
長
野
（
入
場

無
料
）

参
加
企
業
数　
　

社
（
予
定
）

90

対
象
者　

平
成　

年
３
月
に
大
学

18

・
短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
を
卒

業
す
る
予
定
の
方
お
よ
び
概
ね　
35

歳
未
満
の
一
般
求
職
者

※
一
般
求
職
者
は
履
歴
書
を
ご
持

　

参
く
だ
さ
い
（
何
社
で
も
面
接

で
き
ま
す
）。

　

身
近
な
買
い
物
を
通
し
て
、
環

境
に
配
慮
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
つ
い
て
考
え
、
で
き
る
こ
と
か

ら
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

エ
コ
マ
ー
ク
な
ど
の
環
境
マ
ー

ク
を
集
め
て
応
募
す
る
と
、
抽
選

で
特
製
エ
コ
バ
ッ
グ
が
当
た
り
ま

す
。
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
　

月　

日�
ま
で

12

16

応
募
方
法　

標
語
、
お
名
前
、
連

絡
先
を
記
入
の
う
え
、
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

期
日　
　

月　

日�
 （
入
場
無
料
）

10

19

時
間　
 （
昼
） 午
後
２
時
〜

　
　
　
 （
夜
） 午
後
６
時　

分
〜

30

場
所　

長
野
県
県
民
文
化
会
館

北
信
地
区

就
職
面
接
会

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
山

（
０
２
６
９�
８
６
０
９
）

�

 「
車
座
集
会
」 開
催

長
野
県
経
営
戦
略
局
信
州
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
チ
ー
ム
（
０

２
６ （　

） ７
１
１
０
）

235

�

都
市
再
生
街
区
基
本

調
査
に
伴
う
測
量
等

に
ご
協
力
を

都
市
再
生
機
構
東
日
本
支
社
都
市

再
生
企
画
部 （
０
３ （　

） ２
４
３
８
）

5323

�

長
野
県
交
通
安
全

標
語
募
集

長
野
県
生
活
文
化
課
交
通
安

全
対
策
ユ
ニ
ッ
ト
（
０
２
６

 （　

） ６
５
７
９
）

234

�金
剛
山
歌
劇
団

長
野
公
演

金
剛
山
歌
劇
団
長
野
公
演
北

信
地
区
実
行
委
員
会
（
０
２

６ （　

） ５
２
０
３
）

284

�

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

独
立
行
政
法
人　

国
際
協
力
機

構
駒
ヶ
根
青
年
海
外
協
力
隊
訓

練
所
（
０
２
６
５�
６
１
５
１
）

�

　

内
装
改
修
工
事
の
た
め
、
次
の

期
間
は
休
館
い
た
し
ま
す
。

期
間　
　

月　

日�
〜　

月　

日�

10

26

11

11

問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課
観
光
係
（
内
線
２
５
９
）

日
本
土
人
形
資
料
館

臨
時
休
館
日

ぽ
ん
ぽ
こ
の
湯

臨
時
休
業

　

施
設
点
検
・
修
繕
等
の
た
め
、

臨
時
休
業
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
及

び
ロ
グ
コ
テ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
併

せ
て
休
業
と
な
り
ま
す
。

期
間　
　

月　

日�
〜　

日�

10

17

21

問
い
合
わ
せ
先

間
山
温
泉
ぽ
ん
ぽ
こ
の
湯

�
�
２
６
８
６

環
境
に
や
さ
し
い

買
い
物
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

長
野
県
生
活
環
境
部
地
球
環
境
課

０
２
６ （　

） ７
１
６
９

235

�
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※
石
坂
宏
氏
が
描
く
美
し
い
透

明
感
と
色
彩
に
満
ち
た
パ
ス

テ
ル
画
を
、
受
賞
作
品
を
中

心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
信
州
中
野
七
街
道
景
観
展
」

〜
ふ
る
さ
と
再
発
見
〜

　

月　

日�
ま
で

10

16

「
紫
葉
会
」
作
品
展

　

月　

日�
〜　

日�

10

17

23

火
曜
日
休
館
。
施
設
使
用
予
約

は
、
６
か
月
前
か
ら
受
け
付
け

ま
す
。

「
第　

回　

�
�
展
」

24

　

月　

日�
ま
で

10

30

※
風
土
に
根
ざ
し
た
新
た
な
美

　

の
創
造
を
根
ざ
す
郷
土
の
美

　

術
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

企
画
展
「
石
坂
宏　

パ
ス
テ
ル

画
展
」

　

月
６
日�
ま
で

11 中
野
小
学
校
旧
校
舎 
・

信
州
中
野
銅
石
版
画

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

歴
史
民
俗
資
料
館

中
野
陣
屋 
・ 
県
庁
記
念
館

展
示
案
内

会場 ・ 問い合わせ先日時相談名

福祉ふれあいセンター
　  （� 26 － 3111）
　 　法律相談は予約が
    必要となりますので、
ご希望の方は福祉ふ
れあいセンターまで
 ご連絡ください。 　

毎週月～金曜日
13:30 ～ 16:30心配ごと相談
毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00福祉相談
毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00ボランティア相談
毎月第１・３月曜日
13:30 ～ 15:30法律相談
毎月第１・ ３日曜日
14:00 ～16:00結婚相談 (    　　　 )

市社会福祉協議会
� ２６－３１１１

毎月第２・４木曜日
13：30～15：30心の広場相談

市民会館 44 号
( 内線 335)

(中野地域)11月10日�
13:00 ～16:00行政相談所 豊田支所相談室

( 内線 114)
(豊田地域)11月10日�
９:00～11:30

人権センター
� ２３－４８１０
面接相談は予約が必要とな
ります。 

(電話)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～17:00女性相談窓口 (面接)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～13:00

北信地方事務所
� ２３－０２０２

毎月第３木曜日
10 :00 ～ 15:00交通事故巡回相談

福祉会館
( 中野地域からの有線は 21104）

毎月第１・ ３水曜日
14:00 ～ 16:00身体障害者相談所

市教育委員会
( 内線 304)毎週月～金曜日

９ :00 ～ 17:00子ども教育相談室
予約が必要となります。 
� ２６ － １２６０
(中野児童センター内)

毎週火曜日
９ :30 ～ 11:30テレホン子育て相談

� ２６ －５２１９
(平野児童センター内)

毎月第１木曜日
10:00 ～ 11:30児童保健相談

� ２３ － ３１９１
(市教育委員会内)常時いじめ相談３１９１
南宮庁舎職業相談室
(�23 － 4710）

毎週月～金曜日
８ :30 ～ 17:00職業相談

会場
人権センター

　

建
設
現
場
で
働
く
方
々
の
た
め

に
、 「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
」

に
よ
り
作
ら
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主　

建
設
業
を

営
む
方

対
象
と
な
る
労
働
者　

建
設
業
の

現
場
で
働
く
方

掛
金　

日
額　

円
310

相談は無料、 秘密は厳守
各種相談日程

　

平
成　

年
８
月　

日
か
ら

17

23

９
月　

日
ま
で
の
受
付
分
を

21

掲
載
し
ま
す

▼
文
化
芸
術
の
振
興
の
た
め
、

　

書
（
シ
ャ
ボ
ン
玉
）、
刻
字

額
（
シ
ャ
ボ
ン
玉
）〈
京
都

府
宇
治
市
・
藤
澤
千
曲
様
〉

▼
中
野
市
中
央
広
場
公
園
へ
時

計
設
置
の
助
成
金
と
し
て
、

　

現
金　

万
円
〈
２
リ
ジ
ョ
ン

20

２
ゾ
ー
ン
５
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
様
〉

▼
市
内
小
・
中
学
校
へ
、

　

ス
チ
ー
ル
製
本
棚
（　

個
）

18

〈
下
小
田
中
・
川
�
直
子
様
〉

内
容　

法
律
相
談
、
官
公
庁
へ
の

届
出
な
ど
（
秘
密
厳
守
）

期
日　
　

月　

日�

10

15

時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

だ
い
た
皆
様
に
、
ま
た
、
障
害
者

計
画
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
障
害
を
お

持
ち
の
方
へ
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
豊
田
地
域
の
主
要
公
共

施
設
に
も
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

期
日　
　

月
９
日�

10

時
間　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

10

会
場　

マ
ツ
ヤ
中
野
西
店

ご
寄
付

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

長
野
県
行
政
書
士
会
北
信
支

部�
３
６
０
６

�

建
設
業
退
職
金

共
済
制
度

建
設
業
退
職
金
共
済
長
野
支
部

（
０
２
６ （　

） ７
２
０
０
）

228

�

会
場　
 （
中
野
地
域
）中
野
市
民
会

館　

・　

号
会
議
室
、 （
豊
田
地
域
）

45

46

豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階
会
議
室

相
談
内
容　

①
不
動
産
、
会
社
の

登
記
②
裁
判
所
へ
の
提
出
書
類
の

作
成
③
裁
判
外
で
の
和
解
・
示
談

交
渉
④
高
齢
者
等
の
財
産
管
理
⑤

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
な
ど
の
消

費
者
問
題
（
秘
密
厳
守
）

　

旧
市
に
お
い
て
策
定
し
た
地
域

福
祉
計
画
及
び
障
害
者
計
画
の
見

直
し
の
た
め
、
豊
田
地
域
の
皆
さ

ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
地
域
福
祉
計
画
の
ア
ン
ケ

ー
ト
は
任
意
に
抽
出
さ
せ
て
い
た

県
下
一
斉
司
法
書
士

無
料
法
律
相
談

長
野
県
司
法
書
士
会

０
２
６ （　

） ７
４
９
２

232

�

地
域
福
祉
計
画
等
の
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト （
豊
田
地
域
）

に
ご
協
力
を

厚
生
課
厚
生
係 （
内
線
２
９
２
）

ま
た
は
豊
田
支
所
保
健
福
祉

課
福
祉
係 （
内
線
１
４
３
）

�
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　　いつも笑顔でミニカー遊び
が大好きな男の子です。食べ物
はお魚が大好き。明るく大らか
で、少しのことでも負けない子
に育ってほしいと思います。
(小林悟･英美さん 長嶺)

乳幼児健康診査

市の人口市の人口
（平成17年９月１日現在） （平成17年９月１日現在）

 小林 　 大 翔   ちゃん （３歳）
こばやし ひろ と

中野保健センター �26－6986
休日診療所： �26－2337
休日当番薬局携帯電話 �090－4125－8402
 （ともに ９ 時～17 時。日・祝日のみ）

市 役 所 保 健 課 �22-2111 内線242 ・ 243
豊田支所保健福祉課 �38-3111 PHS 6120

人　口　４７,４７７人（－ 1）
　男　　２２,９２３人（＋11）
　女　　２４,５５４人（－12）
世帯数　１５,０４１戸（＋14）

予防接種
持ち物／母子健康手帳、予診票
ＢＣＧ(接種年齢は３～６か月未満の乳児)
10月25日�
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
対象／平成17年６月生まれ
※３か月健診時に行います。

麻しん　　　　　　　　　　　　　
　11月は、麻しんの個別接種の実施
月です。対象者は、10月中に医療機
関へ予約してください。（無料）
対象／１～３歳の幼児
　　　（７歳６か月まで接種可能）

乳幼児健康診査
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

対　　象健 診 日健診名

17年６月１日～
　　６月30日生10月25日�

３か月
健 診

17年２月１日～
　　２月28日生10月26日�７か月

健 診
16年３月１日～
　　３月31日生10月28日�

１歳 
６か月
健 診

15年９月１日～
　　９月30日生10月24日�２ 歳

健 診
14年９月１日～
　　９月30日生10月27日�３ 歳

健 診

※都合の悪い場合は翌月お出かけく
　ださい。

Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種

期日／11月８日(火)
時間／午後１時30分～４時
会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳
　　　　歯ブラシ
内容／母と子の歯の健康、もく浴実

習・妊婦体験、チャイルドシ
ートの装着について

両親学級

※豊田地域の方も、都合により中野
保健センターで受けたい場合は、
接種を受けられます。

ポリオ（小児マヒ）
受付時間／午後１時～１時50分
<豊田保健センター >
10月14日� …豊田
<中野保健センター >
10月17日�…平野
　　18日�…中野(西条、 小田中、 東吉田)
　  19日�…中野(上記以外の地区)
　  20日�…高丘、平岡
　  21日�…日野、 延徳、 長丘、 科野、倭

３か月～１歳６か月の乳幼児
６週間以上あけて２回接種
(７歳６か月未満まで接種可能)
※下痢をしている場合は、治って
　から受けましょう。

対    
象 

※詳しくは、健康カレンダーをご覧
ください。

三種混合(ジフテリア、 百日せき、 破傷風)
受付時間／午後１時～１時50分
<中野保健センター >
11月 １日�…中野、 長丘、 科野、 倭
    ２日�…日野、 延徳、 平野、 高丘、平岡
１期初回＝３か月～１歳の乳幼児
　　　　　 （３～８週間隔で３回接種）
１期追加＝１歳６か月～３歳の幼
　　　　　児（初回終了後12～18
　　　　　か月の間に１回）
《７歳６か月未満まで接種可能》

対
象 
・ 
接
種
方
法

「目の愛護デー」
10月10日� 

「臓器移植普及推進月間」
10月１日�～31日� 

場所・日時
《市民会館45号》
10月19日�午後１時30分～３時
10月20日�午後６時30分～７時30分
10月24日�午前10時～11時30分
《豊田保健センター》
10月18日�午前９時30分～11時
　　　　　午後１時30分～３時
　健診の結果を基に検査データの見
方、健康相談を行います。
　結果相談日当日は、保健師、栄養
士が相談に応じます。
持ち物／健診結果通知書、医療機関
　　　　あて通知(精密検査依頼書)

いきいき健診結果相談会

心の健康相談
　次のことでお悩みの方に、精神神
経科医師が相談に応じます。（無料）
子供／こだわりが強い、登校拒否など
大人／イライラ、不眠、物忘れなど
期日／11月24日�
時間／午後２時～４時
会場／市民会館45号会議室
※事前に予約が必要です。相談を希
望される方は、11月22日�までに
保健課健康管理係へお申し込みく
ださい。
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中野市勤労青少年ホームだより

１　 ちょうげんぼう

　ボクササイズとは、ボクシングをフィット
ネス感覚にアレンジしたものです。首都圏を
中心に数年前から男女問わず、脚光を浴びて
います。引き締まったバランスの良い体を作
るとともに、日頃のストレス発散にも最適です。
　後期講座でも開講いたしますので、皆さん
気軽にご参加ください。
　冬こそ体を動かしましょう!!

ボクササイズ講師 宮�　栄子

１０月中：後期講座
　　　　　　　受講生募集
１０月後半～：後期講座開講
１１月中：ホーム祭＆作品展
１１月下：東北信ホーム
　　　　ボーリング交流会
１２月中：クリスマス交流会
１２月末：ボランティア活動
１月以降：スキー ,スノボー
　　　　　　　　　交流会

勤青ホーム今後の予定

平
成
十
七
年
度 
前
期 
利
用
者
の
会 
活
動
報
告

  
今
年
度
前
期
も
利
用
者
の
会
が
主
催
と
な
り
、
お
花
見
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

交
流
会
や
ボ
ー
リ
ン
グ
交
流
会
等
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　７月23、24日の二日間、千曲市の大池自
然の家にてリーダー研修会が行われました。
　県下９ホームが集まり、初日の交流会
では、サークルの発表が行われたり、ゲ
ームをしたり、千曲市の方々が用意して
くれた料理を囲んで、お酒を飲み交わし
ながら盛り上がりました。
　二日目の分科会では、それぞれのホー
ムで抱える問題点や利用者の会の活性化
について話し合いました。その後、マレ
ットゴルフをし、他ホームの人と交流を
深め、よい汗を流しました。
　二日間、他のホームの方と交流ができ、
また、他ホームの状況も知ることができ、
とても楽しく、よい二日間でした。

ク ラ ブ リ ー ダ ー研修会 7/23,24開催 　４月下旬、浜津ヶ池にて交流会を行い
ました。なんとか天気ももち、初めて参
加された方もおられ、皆で楽しいひと時
を過ごしました。

お
花
見
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
交
流
会

　ヤングファラオにてボーリング交流会を行
いました。ボーリング後の交流会では、初対
面の方とも話が
でき、新しい友
達もできました。
　去年に続いて
の開催でしたが、
参加者も多く楽
しく交流ができ
ました。

ボーリング交流会（６月11日）

講座紹介 ～ボクササイズ講座～

★どのイベントも参加自由ですので
　気軽にお出掛けください！



内　　容定員教材費回数曜日講　座　名

美しい筆文字は一生の財産であります。
丁寧な指導の下、優雅な筆文字を身につけ
ましょう!!

12名1500円
８回

第２,４週
月曜日
10/24～書道（中級）

家でも気軽に手作りできるおやつづくりを
優しく指導します。婦人の家と共催します。６名3000円

６回
第１,３週

月曜日
11/７～おやつづくり

就職に有利な経理の技能。わかり易い指導
の下、３級取得を目指して基本知識を身に
つけましょう！婦人の家と共催します。

６名実　　費
14回
毎週

火曜日
10/25～簿 記

「いけばな」を通じ、日本の伝統文化を見
つめ直しませんか。初めての方も大歓迎！12名8000円

８回
第１,３週

火曜日
11/１～華 道

新年の決意新たに、お正月・冬太り解消に
始めましょう！おまけにストレスもノック
アウト!!男女問わず気軽にどうぞ。

16名実　　費
10回
毎週

火曜日
１/10～ボクササイズ

冬の運動不足の解消にいかがですか。
初心者大歓迎!!16名1000円

10回
毎週

水曜日
11/２～バドミントン

当ホームでも人気のある講座です。
初心者から経験者まで体を動かし健康的に
シェイプアップ！

20名実　　費
20回
毎週

水曜日
10/19～エアロビクス

初心者大歓迎！ !冬こそ動いて、良い汗を流
しましょう！16名実　　費

12回
毎週

木曜日
10/27～

ソフト
バレーボール

外国講師との英会話を体験しながら、英会
話の基本を身につけましょう!!初心者向け
の講座です。

16名実　　費
20回
毎週

木曜日
10/13～英 会 話　 Ａ

英会話が自然と話せるように、簡単な英会
話を覚えて、自分の世界を広げよう!!
上記講座とセットで受講も可。

16名実　　費
20回
毎週

木曜日
10/13～英 会 話　 Ｂ

日本の心である茶道の楽しさ・素晴らしさ
に触れてみませんか。初めての方にもわか
りやすく丁寧に指導します。

12名2000円
８回

第２,４週
木曜日
11/10～茶 道

オリジナルのシルバークレイを貴方自身の
手で作ってみませんか。婦人の家と共催し
ます。

８名6000円
６回

第１,３週
金曜日
11/4～シルバークレイ

初心者向けの講座です！
祝儀袋など暮らしの筆文字を指導します。12名1000円

８回
第２,４週

金曜日11/25
～暮らしの書道

ちょうげんぼう  ２

◎募集対象者…中野市に在住か在勤している勤労青少年
◎申込方法…10月7日以降随時、勤青ホームへお出かけのうえお申込みください（先着順）
◎経　　　費…教材費とホーム利用者の会,会費500円(前期で未登録者のみ納入してください。)
※ メールによる講座のお問い合わせは可能ですが、予約および申し込みは受付けいたしません。

～お知らせ～   中野市勤労青少年ホームのＨＰ、随時更新中です。利用者の会の活動やサークル
　　　　活動等、 掲載しておりますので、 ぜひご覧ください。 ホームページアドレスはこちら↓

http://www.city.nakano.nagano.jp/city/kinsei/index.html

各講座とも、６名に満たない場合は開講を中止することがあります。

お問合わせ先　中野市勤労青少年ホーム
TEL 0269-22-2691（土 ・ 日 ・ 祝日を除く午後1時～午後10時）

E-mail：kinsei@city.nakano.nagano.jp

平成１７年度　後期講座のご案内
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１　 働く婦人の家だより

　

「
働
く
婦
人
の
家
」
を
中
心
に
『
つ
ど
う
仲

間
』
の
グ
ル
ー
プ
が
、
二
十
六
団
体
に
な
り
ま

し
た
。「
生
き
が
い
の
場
」
と
し
て
、「
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
タ
イ
ム
」、「
生
涯
学
習
」
と
し
て
、
自

ら
の
意
志
で
学
び
、
仲
間
と
共
に
楽
し
ん
で
い

る
た
く
さ
ん
の
利
用
者
の
姿
が
あ
り
ま
す
。

　

十
月
に
は
、
利
用
者
相
互
の
親
睦
会
を
行
い
、

ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
「
手
作
り 
は
ん
こ
」
を

計
画
し
て
い
ま
す
。自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の「
は

ん
こ
」
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

　

毎
年
十
一
月
の
え
び
す
講
に
合
わ
せ
て
作
品

展
を
開
き
、
一
人
ひ
と
り
心
の
こ
も
っ
た
作
品

が
並
び
、
一
年
の
成
果
の
発
表
の
場
に
な
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
は
、
利
用
者
の
一
員
と

し
て
十
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
月
に
一
回
の
集
ま

り
で
す
が
、
お
互
い
に
」
明
日
へ
の
元
気
」
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
利
用
者
の
会
の
会
長
に
な
り
戸

惑
っ
て
い
ま
す
が
、
役
員
さ
ん
は
じ
め
、
会
員

の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
お
か
げ
さ
ま

で
進
ん
で
き
ま
し
た
。

　

十
七
年
度
は
「
働
く
婦
人
の
家
」
が
設
立
し

て
二
十
周
年
と
い
う
記
念
の
年
に
な
り
、
合
併

で
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
利
用
も
期
待
さ
れ
、

ま
す
ま
す
の
発
展
を
会
員
一
同
願
っ
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
会　

会
長  

浦  
野　

富　

子

『 『
共
に
元
気

共
に
元
気
』』で
支
え
合
う

 
で
支
え
合
う

▲簡単おもてなし料理講座

▼茶道講座



働く婦人の家だより  ２

・日常生活に必要な知識や技術を学び、女性の地位向上を図る福祉施設です。
・働く女性や、家庭の主婦の皆さんの教養を高めるための講座を開催
  したり、職業生活や家庭生活に関する相談をお受けします。
・育成サークル（講座卒業生）、自主サークルの活動の場としても、
　ご利用いただけます。

サークル活動を始めたい方、また、一緒に活動してみたい方はお気軽にご相談ください。

　おやつづくり講座では、ロールケーキやフル
ーツケーキ、エクレアなどを教えていただきま
した。どれも簡単で楽しく、おいしくできまし
た。

お
や
つ
づ
く
り
講
座

 『働く婦人の家』って…？
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　山野草講座では、現地研修とこけ玉、小さな
鉢植えを作りました。２個ともかわいらしい手
のひらサイズの作品で、出来上がりの作品に笑
顔の受講生でした。

山

野

草

講

座

　陶芸講座では、カップやお皿、あかりなどを
作りました。世界で一つしかない自分だけの作
品が出来上がり、みなさん喜んで出来上がった
作品を持ち帰っていきました。

陶

芸

講

座
　ちょっとした行事や突然の来客など、簡単に
できる料理やおもてなしの料理をおしえていた
だきました。
　一つでも二つでも、これからの家でのレパー
トリーに加えていただけたらと思います。

簡
単
お
も
て
な
し
料
理
講
座



３　 働く婦人の家だより
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プリザーブド・リフレ
　プリザーブド・フラワーのXmasの壁掛けアレ
ンジメント教室を開催します。
　たくさんのご参加お待ちしています。
　日時　12月６日　夜７時から９時まで
　材料費　４，０００円
　持ち物　ワイヤーの切れるはさみ、ごみ袋
 申込みは、婦人の家　事務室までお願いします。

りんどうの会（陶芸）
　下は40代から上は80代までの仲間で、毎週火曜
日の午後に楽しく作品を
作っています。
　見学はいつでもご自由
にどうぞ。
　世界で自分だけの作品
を一緒に作りましょう。

ＭＡクラブ
　週に２回、エアロビクスで楽しく気持ちのいい
汗をかいています。ぜひ一緒に体を動かして、気
分転換してみませんか。(見学・体験大歓迎です)
　活動日時　　毎週月・水曜日
　　　　　　　午前10時30分から

ＦＢＦエアロ
　幅広い年齢層で、長年に渡り活動しているサー
クルです。エアロビクスを中心に、健康づくりを
しています。全身を動かすエアロビクスでは、鏡
を見ながらバランスチェック、ゆがみチェックが
できます。間違った動きをして変な筋力をつけな
いように、しっかり意識の出来るダンベル体操。
各部位を意識できると効果が上がります。後半は
体の中からじっくり鍛えるピラティス。ボールを
使ってのフロアエクササイズもしています。
　日本エアロビック連盟認定教室のインストラク
ターが指導してくださいます。
　体験したい方は、いつでも月曜の夜　軽運動室へ!!

オアシスの会
　オアシスの会では、月２回フラワー
アレンジメントを楽しんでいます。
ぜひ、一緒に楽しみませんか。
　活動日時　毎月第２・４月曜日
　　　　　　夜７時から

七宝焼きの会
　七宝焼きの会では、毎月２回七宝焼きを
やっています。世界でただひとつしかない
自分の宝物を、ぜひ一緒に作ってみませんか。
　活動日時　毎月第１・３火曜日
　　　　　　夜７時から９時まで

生け花クラブ
　私たち生け花クラブは、毎月第２・４
水曜日の夜７時半から活動しています。
　四季折々の花を、愉しみながら生けています。
　ぜひ、みなさんもご一緒にどうですか。

筆あそびの会
　最近は、手紙のやりとりが少なくなってきたよう
に思います。お友達に、絵手紙を書いてみ
ませんか。男性の方もお待ちしています。
　活動日時　毎月第１金曜日
　　　　　　夜７時から

婦人の家から

　初心者を対象にパソコン体験コーナーを設けています。

　一人ではわからなくて嫌になってしまうことも、仲間と一緒なら頑張れるのではない

でしょか。どんどんチャレンジしましょう。(講師はつきません。職員が相談に応じます。)

�利用日時　毎週月曜日(祝祭日を除く)午後６時から９時まで

�利用方法　前の週の金曜日までに婦人の家へ申し込んでください。(先着順６名)

ＰＣサロンの開設



平成17年度 後期講座受講生募集
内 　　　　容持ち物教材費定員日程・時間講　座　名

就職に何かと役に立つ簿記資格。ま
ずは３級合格を目指して頑張りまし
ょう。勤青ホームと共催です。

筆記用具実費６
10月25日から14回
毎週火曜日
夜７時から

簿 記
職
業
講
座 全くの初心者向けですので、電源の

入れ方から文字入力の仕方までとい
った内容です。

筆記用具実費20
11月１日から５回
毎週火・木曜日
夜７時から

パ ソ コ ン

手軽な運動でいい汗かいて、心も体
もリフレッシュ！快適な体を一緒に
作ってみませんか。

室内靴
バスタオル
飲み物

実費20
11月１日から６回
毎週火曜日
夜７時から

リフレッシュ・
エクササイズ健

康
講
座 寒さに縮む体をしっかり動かし、春

から動ける準備をしましょう。

室内靴
バスタオル
飲み物

実費20
１月11日から６回
毎週水曜日
午後２時から

い き い き
健 康 体 操

洋菓子、和菓子など、簡単に手作り
できるおやつを教えていただきます。
勤青ホームと共催です。

エプロン3,000円６
11月７日から６回
第１・３月曜日
夜７時から

おやつづくり

生　
　

活　
　

講　
　

座

庭木の剪定など女性でもできる管理
について、お正月の寄せ植え、Xmas
リース、土のことについて教えてい
ただきます。

筆記用具実費10
11月22日から５回
主に第１火曜日
午後１時半から

冬 か ら 春 の
ガーデニング

基本の浴衣から小紋まで。お正月に
自分で着物が着られたらいいですよ
ね。

浴衣・半幅帯・
帯板 ・ 腰紐 ・ 伊達
締め ・ クリップ

実費12
11月２日から10回
毎週水曜日
夜７時から

着 付 け

カップやきゅうす、花入れを手びね
りで作ります。ろくろも少し行いま
す。オリジナル作品を作ってみまし
ょう。

エプロン
ビニール袋1,500円10

11月２日から10回
毎週水曜日
夜７時から

陶 芸

中野といえば土びなですよね。自分
だけの土びなを作ってみませんか。エプロン1,500円16

11月２日から９回
毎週水曜日
夜７時から

創 作 土 び な

ふすまの開け閉めから、お辞儀の仕
方、袱紗のたたみ方、盆略手前まで。

ある方は袱紗
など2,000円12

11月17日から８回
第１・３木曜日
夜７時から

茶道（裏千家）

Xmas、お正月メニーに加え、冬には
出番の多い温かい鍋料理を教えてい
ただきます。

エプロン3,500円16
11月10日から６回
第２・４木曜日
夜７時から

簡単おもてなし
料 理

シルバークレイとは、粘土を焼いて
銀にするアクセサリーです。自分の
オリジナルアクセサリーを作ってみ
ませんか。勤青ホームと共催です。

特になし6,000円８
11月４日から６回
第１・３金曜日
夜７時から

シルバークレイ

12月はお正月、１月は節分、２月は
ひな祭りのお花を教えていただきま
す。

花バサミ3,000円10
12/16・１/27・
２/24の３回   
夜７時から

華 道

働く婦人の家だより  ４

◇募集対象者…中野市内に在住または在勤している女性の方。(料理講座は男性も可)
◇受　 講 　料…無料。ただし、各講座の教材費、テキスト代などは受講者負担です。
◇申し込み方法…10月７日以降　随時、電話または直接来館してお申し込みください。定員になり次第閉
　　　　　　　　め切らせていただきます。

申し込み・問い合わせは
　　　 中野市働く婦人の家　�２２－２６９１(土・日・祝日を除く午後１時から１０時)

各講座とも、６名に満たない場合は開講を中止することがあります。



平成１7年度　　№３

中野市教育委員会

平成１7年10月発行

子どもたちが　たくましく、未来に生きるよう
学校・家庭・地域で、共に育てていきましょう

（題字　延徳小学校６年　武田　壮平さん）

１　教育なかの

　

選
択
授
業
に
は
、「
社
会
」、「
陶
芸
」、

「
華
道
」、「
琴
」、「
ロ
ボ
コ
ン
」、「
木
彫

り
・
て
ん
刻
」
の
六
コ
ー
ス
が
あ
り
、
毎

週
、
そ
れ
ぞ
れ
を
地
域
の
方
が
講
師
と
し

て
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
な
か
の
「
社
会
」
で
は
テ
ー
マ
が

「
身
近
な
郷
土
の
社
会
」
〜
こ
ん
な
こ
と

・
あ
ん
な
こ
と
・
そ
う
な
ん
だ
〜
と
な
っ

て
お
り
、
授
業
を
通
し
て
世
の
中
の
生
き

た
姿
を
学
ぼ
う
と
し
て
い
ま
す
。
生
徒
が

学
ぶ
分
野
は
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化
財
、

農
業
や
企
業
・
商
店
の
こ
と
、
ま
ち
づ
く

り
や
働
く
こ
と
に
つ
い
て
な
ど
広
く
社
会

の
現
実
に
ふ
れ
て
い
ま
す
。
外
部
講
師
と

し
て
、
ぶ
ど
う
栽
培
農
家
の
方
、
企
業
経

営
者
、
商
店
主
、
税
理
士
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
職
業
の
地
域
の
方
々
が
そ
の
経
験
や

考
え
、
思
い
を
生
徒
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

受
講
し
て
い
る
生
徒
は
「
今
ま
で
僕
が

サ
ー
ビ
ス
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
の
他
に

も
い
ろ
い
ろ
な
形
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
こ

と
が
分
か
り
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
で
は
思
い
出
づ
く
り
が
サ
ー

ビ
ス
と
い
う
こ
と
な
ど
、
形
が
な
い
も
の

も
あ
る
こ
と
に
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。」

（
秋
山
和
也
さ
ん
）「
見
た
目
が
ち
ょ
っ
と

怖
そ
う
だ
っ
た
が
、
け
っ
こ
う
お
も
し
ろ

い
人
だ
っ
た
。
ま
ず
、
あ
い
さ
つ
の
し
か

た
を
習
っ
た
。
し
っ
か
り
と
し
た
あ
い
さ

つ
の
し
か
た
が
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
役

に
立
っ
た
。
ぼ
く
た
ち
の
将
来
の
こ
と
を

考
え
た
話
や
礼
儀
を
教
え
て
く
れ
た
。
大

人
に
な
っ
た
ら
こ
れ
を
思
い
出
し
、
は
じ

を
か
か
な
い
よ
う
な
社
会
人
に
な
り
た

い
。」（
小
林
大
貴
さ
ん
）
と
感
想
を
述
べ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
農
業
の
課
題
」
を
テ
ー
マ
に

講
師
を
し
て
い
た
だ
い
た
阿
部
仁
士
さ
ん

は
、「
生
徒
の
み
な
さ
ん
に
自
分
の
経
験
を

伝
え
る
こ
と
は
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
の

教
育
を
考
え
て
い
く
と
い
う
意
味
で
と
て

も
よ
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
目
を
輝
か

せ
て
話
を
聞
い
て
く
れ
る
生
徒
が
何
人
も

い
た
こ
と
は
予
想
外
の
驚
き
で
し
た
。
子

ど
も
た
ち
に
中
野
市
の
す
ば
ら
し
さ
、
そ

し
て
、
そ
こ
に
生
活
す
る
人
び
と
の
知
恵

を
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
が
大
切
だ
と
思

い
ま
し
た
。
生
徒
が
、
出
会
い
を
大
切
に

し
、
多
く
の
人
び
と
と
関
わ
る
こ
と
に
よ

り
新
し
い
発
見
や
発
想
が
き
っ
と
生
ま
れ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。」と
授
業
を
ふ
り
か

え
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
、
地
域
と
学
校
の
連
携
協
力
が
年
々

強
ま
り
、
相
互
の
理
解
が
深
ま
っ
て
き
て

い
ま
す
。
市
内
の
ほ
か
の
中
学
校
や
小
学

校
で
も
、
進
路
講
座
、
職
業
体
験
や
総
合

的
学
習
、
ク
ラ
ブ
活
動
指
導
な
ど
で
地
域

の
方
々
の
経
験
が
大
き
な
力
と
な
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
の
学
習
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
自
己
信
頼
感
を
高
め
、
よ
り

積
極
的
に
人
生
を
歩
ん
で
い
く
た
め
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を
通
じ
て
、
家
庭

だ
け
で
な
く
地
域
の
方
々
と
の
深
い
ふ
れ

あ
い
の
経
験
が
子
ど
も
に
と
っ
て
重
要
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
の
自
立
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
く
た
め
に
、
地
域
の
教
育
力

に
向
け
ら
れ
る
期
待
は
ま
す
ま
す
大
き
く

な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
年
度
、
中
野
平
中
学
校
で
は
二
年
生
の
選
択
授
業
と
し
て
六
つ

の
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
、
希
望
す
る
コ
ー
ス
を
選

ん
で
、
外
部
講
師
に
よ
る
一
年
間
の
授
業
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。　

地
域
の
講
師
が
活
躍
し
て
い
ま
す
�
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
と
十
三
崖
に
つ
い
て

　

学
習
す
る
中
野
平
中
学
校
の
郷
土
学
習

　

の
時
間



教育なかの

教育なかの　２

　

８
月
４
日
か
ら
６
日
の
３
日
間
、
被
爆

地
派
遣
事
業
と
し
て
高
社
中
学
校
の
生
徒

会
役
員
４
名
が
広
島
に
行
き
、
市
内
見
学
、

市
内
中
学
校
と
の
交
流
、
平
和
祈
念
式
典

へ
の
参
加
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

�
１
日
目

　

広
島
は
と
て
も
暑
く
、
日
差
し
が
強
い

こ
と
が
第
一
印
象
で
し
た
。
広
島
に
着
い

て
ま
ず
被
爆
体
験
者
の
植
田
の
り
こ
さ
ん

と
の
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。
植
田
さ
ん
が

被
爆
し
た
の
は
中
学
２
年
生
の
と
き
、
あ

ま
り
の
暑
さ
の
た
め
日
陰
で
朝
会
を
す
る

よ
う
先
生
が
指
示
し
た
事
が
幸
い
し
て
原

爆
の
熱
線
を
直
接
浴
び
る
こ
と
な
く
無
傷

で
し
た
。
し
か
し
避
難
を
し
て
い
く
と
き

に
見
た
光
景
は
ま
さ
に
地
獄
で
、
ひ
ど
い

や
け
ど
を
し
て
い
る
人
や
目
が
つ
ぶ
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
人
、
た
く
さ
ん
の
死
体
、

「
水
を
く
れ
」
と
叫
び
続
け
る
声
、
馬
も

目
を
開
け
た
ま
ま
死
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
光
景
を
平
気
で
見
て
い
た
自
分
の

こ
と
を
「
人
間
で
は
な
か
っ
た
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
途
中
で
一
緒
に
な

っ
た
お
じ
さ
ん
も
ひ
ど
い
や
け
ど
と
ケ
ガ

を
し
て
い
て
、
植
田
さ
ん
も
必
死
に
な
っ

て
励
ま
し
、
歩
く
の
を
手
伝
っ
て
い
ま
し

た
が
、
別
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、

植
田
さ
ん
は
今
で
も
そ
の
と
き
別
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
を
後
悔
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

植
田
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
戦
争
を
知
ら
な
い

人
た
ち
の
時
代
が
来
る
が
、
決
し
て
こ
の

広
島
で
起
き
た
こ
と
を
風
化
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
、
２
度
と
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
さ

な
い
よ
う
に
若
い
人
た
ち
が
真
剣
に
考
え

て
い
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
親
よ
り
先
に

死
ん
で
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
涙
な

が
ら
に
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

�
２
日
目

　

２
日
目
は
広
島
市
立
翠
町
中
学
校
と
交

流
会
を
行
い
ま
し
た
。
翠
町
中
の
生
徒
会

の
み
な
さ
ん
か
ら
温
か
く
迎
え
ら
れ
て
両

校
の
紹
介
や
お
互
い
に
作
っ
た
「
連
帯
旗
」

を
交
換
し
た
り
、
お
互
い
の
平
和
学
習
に

つ
い
て
発
表
し
た
り
、
生
徒
会
活
動
や
部

活
動
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
翠

町
中
学
校
は
平
和
学
習
に
と
て
も
力
を
入

れ
て
い
て
、
修
学
旅
行
で
も
長
崎
に
行
き
、

原
爆
の
こ
と
や
戦
争
に
関
す
る
知
識
を
深

め
て
い
ま
し
た
。
広
島
市
の
平
和
に
関
す

る
意
識
、
気
持
ち
の
強
さ
は
と
て
も
強
い

も
の
だ
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
こ
の
日
の
前
日
は
毎
年
行
わ
れ
る
「
慰

霊
祭
」
と
い
う
日
で
、
全
校
生
徒
が
校
舎

内
に
あ
る
慰
霊
塔
に
祈
り
を
捧
げ
た
そ
う

で
す
。
私
た
ち
も
交
流
会
の
最
後
に
そ
の

慰
霊
塔
に
献
花
し
て
お
祈
り
し
ま
し
た
。

　

翠
町
中
学
校
を
あ
と
に
し
た
私
た
ち
は

平
和
記
念
公
園
に
向
か
い
ま
し
た
。
平
和

祈
念
式
典
前
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
会

場
の
準
備
や
リ
ハ
ー
サ
ル
を
す
る
人
た
ち

の
姿
が
あ
っ
た
り
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

が
献
花
や
折
鶴
を
捧
げ
に
来
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
ま
ず
私
た
ち
は
平
和
記
念
資
料
館

に
行
き
ま
し
た
。
中
に
は
広
島
に
原
爆
が

落
と
さ
れ
た
背
景
や
復
興
に
向
け
て
の
動

き
な
ど
の
説
明
か
ら
始
ま
り
、
原
爆
の
威

力
の
凄
ま
じ
さ
、
そ
の
被
害
、
人
体
に
与

え
た
影
響
、
原
爆
症
に
苦
し
め
ら
れ
た
人

た
ち
の
人
生
、
被
爆
体
験
者
の
方
が
話
を

さ
れ
て
い
る
ビ
デ
オ
な
ど
様
々
な
資
料
が

そ
こ
に
は
あ
り
、
中
に
は
直
視
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
よ
う
な
悲
惨
な
写
真
な
ど
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
館
内
を
見
て
回

っ
た
後
の
私
た
ち
は
出
る
言
葉
も
な
く
６

０
年
前
に
起
こ
っ
た
ま
ぎ
れ
も
な
い
現
実

を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
そ
の
後
慰

霊
碑
に
献
花
を
し
て
、
高
社
中
生
徒
全
員

で
作
っ
た
千
羽
鶴
を
捧
げ
、
原
爆
で
亡
く

な
っ
た
方
々
、
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
方
々

の
ご
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。
原
爆
ド
ー
ム

も
見
学
し
ま
し
た
が
、
今
で
は
ビ
ル
が
立

ち
並
び
繁
栄
し
て
い
る
街
の
中
で
、
６
０

年
前
に
起
こ
っ
た
悲
劇
を
物
語
る
生
き
証

人
の
よ
う
に
そ
の
と
き
の
姿
の
ま
ま
で
広

島
の
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
堂
々
と
建

っ
て
い
ま
し
た
。

�
３
日
目

　

３
日
目
は
平
和
祈
念
式
典
に
参
加
し
ま

し
た
。
平
和
祈
念
公
園
は
前
日
と
は
比
べ

も
の
に
な
ら
な
い
く
ら
い
多
く
の
方
々
が

訪
れ
て
い
ま
し
た
。
世
界
で
一
番
平
和
に

対
す
る
意
識
が
高
い
場
所
だ
と
い
う
こ
と

を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
平
和
宣
言

が
読
み
上
げ
ら
れ
、
全
員
で
黙
と
う
を
行

い
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
て
広
島

を
後
に
し
ま
し
た
。

�
被
爆
体
験
者　

植
田
さ
ん
か
ら
戦
争
の

　

悲
惨
さ
を
直
に
聞
き
ま
し
た

高

社

中

学

校

被被
爆爆
地地
ヒヒ
ロロ
シシ
ママ
をを
訪訪
ねね
てて

�
翠
町
中
学
校
の
慰
霊
塔
に
献
花
し
ま
し
た



３　教育なかの

教育なかの

生
徒
会
長　

浜　

中　
　
　

悠

　

広
島
市
の
第
一
印
象
は
、
都
会
だ
な
あ

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ビ
ル
が
た
く
さ
ん

建
ち
、
人
々
に
は
活
気
が
あ
っ
て
活
き
活

き
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
が
原
爆
を
落
と

さ
れ
た
所
か
あ
と
最
初
は
こ
う
思
う
だ
け

で
し
た
。
し
か
し
被
爆
体
験
者
の
方
の
お

話
を
聞
き
、
中
学
校
と
の
交
流
、
資
料
館

を
見
た
り
、
式
典
を
見
た
り
す
る
中
で
、

ま
ぎ
れ
も
な
く
こ
の
広
島
に
原
爆
は
落
と

さ
れ
原
爆
の
傷
跡
は
未
だ
癒
え
る
こ
と
は

な
く
、
今
で
も
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
人
が

た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ

し
て
原
爆
の
苦
し
み
を
知
っ
て
い
る
方
々

は
そ
れ
を
絶
対
に
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と

必
死
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
僕
は

こ
の
原
爆
の
傷
が
癒
え
な
い
ほ
う
が
い
い

の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
い
ま
し
た
。
傷

が
癒
え
て
し
ま
え
ば
人
は
い
ず
れ
そ
れ
を

忘
れ
、
ま
た
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
う
か
ら
で
す
。

僕
た
ち
も
含
め
日
本
人
全
員
が
原
爆
を
落

と
さ
れ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
、
そ
れ
を
深
く

知
り
、
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。
交
流
し
た
中
学
校
で
は
被

爆
し
た
先
輩
方
の
慰
霊
碑
が
あ
り
、
毎
年

校
内
で
慰
霊
祭
を
開
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

そ
し
て　

年
前
に
起
き
た
こ
と
を
後
輩
に

60

も
伝
え
て
い
こ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

な
の
で
僕
た
ち
も
そ
れ
を
伝
え
、
同
じ
過

ち
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
で
き
る
こ
と

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

男
子
副
会
長　

畦　

上　

博　

貴

　

平
和
使
節
派
遣
事
業
を
終
え
て
感
じ
た

も
の
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
最

初
に
感
じ
た
も
の
は
被
爆
体
験
者
の
植
田

さ
ん
の
話
を
聞
い
た
と
き
の
も
の
で
す
。

被
爆
当
時
の
様
子
や
気
持
ち
を
聞
い
た
と

き
に
植
田
さ
ん
の
気
持
ち
が
ひ
し
ひ
し
と

心
の
中
に
し
み
こ
ん
で
き
ま
し
た
。
核
の

怖
さ
、
家
族
の
大
切
さ
を
特
に
感
じ
ま
し
た
。

　

次
に
感
じ
た
も
の
は
平
和
記
念
資
料
館

で
写
真
や
当
時
の
模
型
や
そ
の
と
き
の
時

計
、
弁
当
箱
な
ど
が
「
な
ぜ
こ
ん
な
形
に

な
っ
て
る
の
？
」
と
思
う
く
ら
い
に
変
形

し
、
焼
け
焦
げ
て
い
る
も
の
を
見
た
と
き

で
し
た
。
他
に
も
瓦
が
で
こ
ぼ
こ
に
な
っ

て
い
た
り
、
人
の
影
が
階
段
に
残
っ
て
い

た
り
し
て
い
た
の
を
実
際
に
見
て
み
る
と
、

こ
ん
な
凄
ま
じ
い
こ
と
が
あ
の
瞬
間
に
起

き
て
い
た
の
か
…
。
と
衝
撃
を
受
け
ま
し

た
。
こ
の
感
じ
た
こ
と
、
見
て
き
た
こ
と
、

聞
い
て
き
た
こ
と
を
で
き
る
だ
け
多
く
の

人
た
ち
に
伝
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を

作
っ
て
い
く
立
場
に
あ
る
私
た
ち
が
核
兵

器
の
な
い
平
和
な
世
界
を
作
っ
て
い
こ
う

と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

女
子
副
会
長　

佐　

藤　

か
お
り

　

３
日
間
広
島
に
行
っ
て
と
て
も
多
く
の

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
被
爆
体
験
者
の
方

の
お
話
や
、
翠
町
中
学
校
と
の
交
流
、
資

料
館
で
見
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
平
和
祈

念
式
典
見
学
と
様
々
な
こ
と
を
し
て
き
ま

し
た
。
こ
ん
な
中
で
私
は
戦
争
、
そ
し
て

核
兵
器
は
「
死
」
を
呼
ぶ
も
の
な
ん
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
広
島
に
行
く
前
は
「
は
だ

し
の
ゲ
ン
」
と
い
う
本
で
原
爆
の
怖
さ
を

知
っ
て
い
る
と
自
分
は
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
本
で
読
ん
で
い
る
部
分
は
表
面
上
の

も
の
で
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
は
そ
れ
を
は
る

か
に
超
え
る
も
の
で
し
た
。
今
ま
で
私
が

知
っ
て
い
た
こ
と
は
ほ
ん
の
少
し
に
過
ぎ

な
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
な
の
で
私
は

こ
の
派
遣
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
被
爆

者
の
強
い
思
い
、
平
和
を
学
ぼ
う
と
す
る

姿
勢
、
そ
し
て
平
和
を
心
か
ら
願
う
み
ん

な
の
眼
差
し
を
私
た
ち
は
学
び
、
生
か
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
こ
の
事
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
ま
と
め
、

高
社
中
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
広
島
に
行
く
こ
と
が
で
き
て
本
当
に

よ
か
っ
た
と
思
う
し
、
私
は
と
て
も
い
い

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

書
記
長　

倉　

田　

香　

里

　

こ
の
３
日
間
、
本
当
に
い
い
経
験
が
で

き
た
と
思
い
ま
し
た
。
ま
ず
１
日
目
の
被

爆
体
験
者
の
方
の
話
を
聞
い
た
時
は
今
ま

で
自
分
が
思
っ
て
い
た
以
上
の
悲
し
い
話

を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き

の
光
景
や
植
田
さ
ん
の
気
持
ち
を
聞
く
中

で
、
２
度
と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ

な
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
植
田
さ
ん
が

涙
を
流
し
な
が
ら
私
た
ち
に
伝
え
よ
う
と

し
て
く
れ
て
い
た
姿
が
今
で
も
は
っ
き
り

と
私
の
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

２
日
目
は
翠
町
中
学
校
の
生
徒
会
役
員

の
み
な
さ
ん
と
交
流
会
を
し
ま
し
た
。
高

社
中
と
は
違
う
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
い

い
発
見
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
翠
町
中
は

様
々
な
平
和
学
習
を
行
っ
て
い
て
、
平
和

に
対
す
る
意
識
が
と
て
も
強
い
学
校
な
ん

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
ん
な
翠
町
中
の
生

徒
の
意
識
を
少
し
で
も
受
け
止
め
、
高
社

中
に
も
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

午
後
は
資
料
館
を
は
じ
め
、
原
爆
ド
ー
ム

や
原
爆
の
子
の
像
な
ど
原
爆
に
関
わ
る
も

の
を
た
く
さ
ん
見
て
、
あ
ら
た
め
て
原
爆

に
つ
い
て
、
そ
し
て
平
和
に
つ
い
て
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
と
感
じ
ま

し
た
。
３
日
目
は
平
和
祈
念
式
典
の
見
学

を
行
い
、
一
緒
に
黙
と
う
を
し
ま
し
た
。

戦
後　

周
年
と
い
う
節
目
の
年
に
広
島
に

６０

訪
れ
、
見
学
で
き
た
こ
と
は
一
生
忘
れ
な

い
と
思
い
ま
す
。
広
島
で
見
て
き
た
こ
と
、

聞
い
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
生
か
し
て

高
社
中
や
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
広
島
に
行
け
て

学
べ
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

感　

想

�
平
和
祈
念
公
園
に
高
社
中
の
生
徒
全
員
で

　

作
っ
た
千
羽
鶴
を
捧
げ
ま
し
た



教
育
委
員
会
の
動
き

� ���������������������������������������������

教育なかの　４

教育なかの

　

中
野
地
域
の
学
校
給
食
は
、
昭
和
四
十

年
以
来
、
共
同
調
理
場
方
式
に
よ
り
運
営

し
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
施
設
の
老
朽

化
が
進
み
、
併
せ
て
給
食
セ
ン
タ
ー
の
果

た
す
役
割
も
大
き
く
変
わ
り
、
単
な
る
給

食
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
食
育
、
地

産
地
消
、
ア
レ
ル
ギ
ー
食
、
生
野
菜
や
手

づ
く
り
献
立
な
ど
多
様
な
対
応
が
求
め
ら

れ
、
一
日
も
早
い
改
築
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
こ
の
八
月
、
北
部

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
着
手
い
た

し
ま
し
た
。

　

近
代
的
施
設
整
備
に
よ
り
、
徹
底
し
た

衛
生
管
理
を
行
い
、
安
全
な
給
食
を
提
供

す
る
施
設
と
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
達
の
食
に
関
す
る
環
境
変
化
が

著
し
く
、
よ
り
細
か
な
対
応
と
「
食
」
へ

の
教
育
が
重
要
視
さ
れ
る
な
か
、
調
理
か

ら
食
事
ま
で
の
時
間
短
縮
、
安
全
確
保
等

を
考
慮
し
な
が
ら
温
か
い
も
の
は
温
か
く

冷
た
い
も
の
は
冷
た
く
と
、
よ
り
身
近
な

調
理
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
対
象
校
は

中
野
、
長
丘
、
平
岡
、
科
野
、
倭
小
学
校

及
び
高
社
中
学
校
の
六
校
で
す
。

　

来
年
度
は
、
日
野
、
延
徳
、
平
野
、
高

丘
小
学
校
と
南
宮
及
び
中
野
平
中
学
校
を

対
象
と
す
る
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を

西
条
運
動
広
場
の
一
画
に
建
設
予
定
し
て

い
ま
す
。

第１回中野市ビーチボール
　　バレー大会参加チーム募集
開 催 日：平成17年10月20日�　
時　　間：受付午後６時15分、試合開始午後７時
場　　所：中野市民体育館
競技概要：バドミントンダブルスコートを使用して行 

うビーチボールバレー
　　　　　プレイヤーは４名、競技時間は10分
競技種目：①一般女子
　　　　　②男女混合(女性2名以上必要)
編成規則等：①市内に在住、在勤、在学する者４～８名

でチーム編成すること
　　　　　②１人で２チーム以上に参加することはで

きない
　　　　  ③男女混合については、女性2名以上が 常

にプレーしていること
参加方法  ：10月14日(金)午後５時１５分までに、中野市 

民体育館へ申込書を提出。なお、定数にな
り次第、締め切りますので、お早めにお申
し込みください。 申込書が必要な方は、スポ
ーツ振興課(�26-3572)へご連絡ください。

参 加 費：無料
主　　催：中野市教育委員会

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

建
設
は
じ
ま
る

▲８月４日に起工式を行いました

　

平
成
十
七
年
度
七
月
か
ら
九
月
ま
で
に
、
教

育
委
員
会
で
審
議
し
た
主
な
議
案
及
び
活
動
等

は
次
の
と
お
り
で
す
。

七
月
十
五
日　

臨
時
会

○
県
立
高
校
再
編
整
備
候
補
案
の
白
紙
撤
回
を

求
め
る
陳
情
書
に
つ
い
て

七
月
二
十
五
日　

臨
時
会

○
中
野
市
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

七
月
二
十
五
日　

定
例
会

○
事
業
等
の
後
援
に
つ
い
て

○
外
国
人
子
弟
の
就
学
希
望
申
し
込
み
に
つ
い
て

八
月
十
九
日　

臨
時
会

○
昭
和
五
十
六
年
以
前
の
市
施
設
の
吹
き
付
け

ア
ス
ベ
ス
ト
の
調
査
に
つ
い
て

八
月
二
十
九
日　

定
例
会

○
平
成
十
六
年
度
中
野
市
一
般
会
計
（
教
育
費
）

歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

○
平
成
十
六
年
度
中
野
市
学
校
給
食
共
同
調
理

場
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

○
平
成
十
六
年
度
豊
田
村
一
般
会
計
（
教
育
費
）

歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

○
平
成
十
七
年
度
中
野
市
一
般
会
計
（
教
育
費
）

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

○
平
成
十
八
年
度
以
降
中
学
校
に
お
け
る
使
用

教
科
書
の
採
択
に
つ
い
て　

九
月
七
日　

長
野
県
議
会
総
務
企
業
委
員
会
へ

　

の
陳
情

○
県
立
高
校
再
編
整
備
候
補
案
の
白
紙
撤
回
を

求
め
る
陳
情　

九
月
二
十
一
日　

中
野
市
内
高
校
の
あ
り
方
を

　

考
え
る
市
民
会
議
実
行
委
員
会

九
月
二
十
九
日　

定
例
会　

○
事
業
等
の
後
援
に
つ
い
て

　スポーツ団体のスポーツ振興と技術の向上を図る
ため、スポーツ専任コーチによる講習会等の受講及
び開催に要する経費に対し、予算の範囲内で補助金
を交付します。
　現在、この補助金の交付を希望するスポーツ団体
を再募集しており、募集期間は１１月１５日までです。
申請方法など、詳しくは直接お問い合わせください。

（スポーツ振興課　�26-3572）
スポーツ専任コーチ補助金の活用団体を再募集
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四
月
よ
り
初
代
中
野
市
農
業
委

員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
、
早
い
も
の

で
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
の
業
務
に
つ
き
ま

し
て
、
市
民
の
皆
様
方
の
ご
指
導

ご
協
力
に
よ
り
順
調
に
進
ん
で
お

り
ま
す
事
に
対
し
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

先
日
の
台
風
十
四
号
は
、
中
野

市
に
思
わ
ぬ
被
害
が
出
て
し
ま
い

ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た

方
々
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
度
の
農
産
物
は
、

全
国
的
な
豊
作
に
よ
り
安
値
傾
向

で
有
り
残
念
で
あ
り
ま
す
。

　

中
野
市
は
、
県
最
北
部
に
位
置

す
る
農
産
物
・
果
樹
の
敵
地
で
あ

り
ま
す
、
今
後
と
も
に
現
在
の
品

目
を
守
る
と
共
に
、
り
ん
ご
等
の

新
品
種
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、

ま
た
、千
曲
川
を
中
心
に
持
つ「
中

野
ブ
ラ
ン
ド
」
が
必
要
で
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

中
野
市
に
は
、
大
量
の
キ
ノ
コ

廃
培
地
が
排
出
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
有
機
資
源
を
有
効
利
用
し
よ
う

と
中
野
市
循
環
農
業
推
進
協
議
会

に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

培
養
セ
ン
タ
ー
の
廃
培
地
の
無
料

積
み
込
み
に
は
、
年
々
多
く
の
方

々
が
軽
ト
ラ
ッ
ク
等
で
運
搬
し
農

地
に
有
機
肥
料
と
し
て
ご
利
用
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
や
は
り
、

有
機
肥
料
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
よ
り
良
い
農
産
物
が
出
き
る

こ
と
が
お
解
り
い
た
だ
け
た
も
の

と
思
い
ま
す
。

　

農
業
を
続
け
て
い
ま
す
と
、
思

わ
ぬ
発
見
と
成
果
が
出
る
こ
と
が

有
り
ま
す
。
桃
の
早
生
種
に
は
、

胴
枯
病
に
弱
い
品
種
が
多
く
、
我

が
家
で
も
胴
枯
病
に
な
り
、
枯
れ

そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

一
本
だ
け
廃
オ
ガ
を
ト
ラ
ッ
ク
で

下
ろ
し
た
ま
ま
の
木
が
、
病
気
を

克
服
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

園
地
全
て
に
廃
オ
ガ
を
散
布
し
た

と
こ
ろ
、
全
て
の
木
が
元
気
に
な

り
ま
し
た
。

　

有
機
資
源
が
豊
富
に
有
る
と
い

う
こ
と
は
、
農
業
に
と
っ
て
恵
ま

れ
た
事
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
有
効

利
用
を
進
め
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

　

い
ま
、
政
府
の
規
制
改
革
、「
民

間
開
放
会
議
」
に
お
い
て
、
企
業

に
よ
る
自
由
な
農
地
取
得
や
農
業

委
員
会
の
解
体
的
見
直
し
等
が
検

討
さ
れ
て
お
り
、
農
業
委
員
会
と

し
て
予
断
を
許
さ
な
い
時
で
あ
る

と
認
識
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

今
後
共
、
農
業
委
員
会
に
ご
支

援
頂
き
ま
す
様
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

�
七
月
二
十
日
に
行
わ
れ
た
市
長
と
農
業
委
員
の
懇
談
会

高　

橋　

光　

芳

初
代
農
業
委
員
会
会
長
の
あ
い
さ
つ
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市
長
と
農
業
委
員
と
の
懇
談
会

を
七
月
二
十
日
に
市
役
所
会
議
室

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
側
か
ら
は
、
青
木
中
野
市
長

さ
ん
、
経
済
部
長
さ
ん
を
は
じ
め
、

農
政
課
、
売
れ
る
農
業
推
進
室
の

関
係
職
員
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
中
野
市
農
業

の
振
興
、
活
性
化
を
主
題
と
し
て

毎
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
長
さ
ん
か
ら
は
、
生
命
の
源

と
な
る
食
物
を
生
産
す
る 「
農
」の

思
い
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
か
ら
は
、
市
内
農
業

地
域
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
重
要

事
項
に
つ
い
て
、
精
査
し
た
内
容

を
質
問
・
要
望（
意
見
）と
し
て
、市

側
に
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
大
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

１　

「
売
れ
る
農
業
推
進
室
」
を

設
置
さ
れ
た
が
、
成
果
と
今
後

の
推
進
方
法
は
ど
う
で
す
か
。

周
年
観
光
農
業
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
若
者
が
自
信
を
持

っ
て
農
業
を
行
え
る
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
成
果
、
企
画
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

２　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
い

制
度
に
つ
い
て
の
事
業
は
、
地

域
の
実
情
に
即
応
し
た
指
導
を

お
願
い
し
た
い
。

３　

鳥
獣
被
害
に
つ
い
て
、
県
は

防
護
柵
設
置
に
毎
年
補
助
を
し

て
い
る
が
、
市
と
し
て
も
応
分

の
補
助
と
、
指
導
を
お
願
い
し

ま
す
。

４　

農
地
の
遊
休
荒
廃
地
防
止
の

た
め
、
景
観
作
物
を
栽
培
し
て

い
る
が
、
長
期
的
な
栽
培
体
系

を
た
て
、
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

５　

廃
オ
ガ
処
分
施
設
の
建
設

 （
数
人
で
堆
肥
製
造
施
設
）と
管

理
に
助
成
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

６　

団
塊
世
代
の
帰
農
志
向
が
高

ま
っ
て
い
る
中
で
、
遊
休
荒
廃

地
を
借
り
て
耕
作
す
る
人
達
や

意
欲
と
能
力
の
あ
る
者
に
対
し
、

「
農
地
流
動
化
基
準
内
規
」
を

定
め
進
め
て
お
り
ま
す
。
市
で

も
施
策
を
講
じ
、
積
極
的
に
協

力
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
具
体
的
な
質
問
、

要
望
（
意
見
）
な
ど
多
く
あ
り
ま

し
た
。

　

市
で
は
、
市
長
さ
ん
が
公
約
し

た
「
売
れ
る
農
業
推
進
室
」
を
設

置
を
し
ま
し
た
。

　

農
業
者
、
農
業
団
体
、
商
工
業
、

市
民
と
の
連
携
に
よ
る
、
地
産
地

消
の
推
進
を
柱
と
し
た
施
策
を
展

開
し
「
中
野
ブ
ラ
ン
ド
」
の
構
築
、

農
産
物
の 「
消
費
拡
大
」に
つ
い
て
、

具
体
的
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
六
項
目
と
そ
の
他
の
具

体
的
な
質
問
・
要
望
（
意
見
）
に

つ
い
て
は
、
適
切
な
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

　

中
野
市
農
業
の
発
展
に
資
す
る

有
意
義
な
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
野
市
が
四
月
一
日
に
対
等
合

併
し
、
新
中
野
市
が
誕
生
し
ま
し

た
。
当
農
業
委
員
会
も
合
併
し
、

特
例
に
よ
り
、
旧
中
野
市
の
農
業

委
員
と
旧
豊
田
村
の
農
業
委
員
さ

ん
併
せ
て
三
十
二
人
、
推
薦
委
員

八
名
を
加
え
四
十
名
と
い
う
大
所

帯
と
な
り
、
合
併
し
た
こ
と
か
ら

初
代
農
業
委
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
代
農
業
委
員
の
研
修
視
察
が
、

本
年
六
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
日

に
か
け
て
山
形
県
寒
河
江
市
と
福

島
県
桑
折
町
を
視
察
し
て
来
ま
し

た
の
で
、
そ
の
報
告
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

初
代
農
業
委
員
の
研
修
視
察
は

中
野
市
役
所
を
六
時
に
行
政
バ
ス

で
出
発
し
、
上
信
越
自
動
車
道
、

北
陸
自
動
車
道
、
磐
梯
自
動
車
道
、

東
北
自
動
車
道
を
経
由
し
最
後
に

山
形
自
動
車
道
の
寒
河
江
イ
ン
タ

ー
ま
で
行
き
、
寒
河
江
市
役
所
へ

到
着
し
、
寒
河
江
市
の
農
業
委
員

会
と
一
時
間
半
程
、
寒
河
江
市
と

中
野
市
の
概
要
等
に
つ
い
て
懇
談

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
工
藤
順
一
先
生
の
案

内
に
よ
り
、
寒
河
江
市
の
観
光
農

業
で
あ
る
、
チ
ェ
リ
ー
ラ
ン
ド
等

を
直
接
、
目
・
耳
・
肌
で
見
聞
き

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

工
藤
先
生
い
わ
く
、
中
野
市
の

農
業
は
、「
観
光
農
業
の
行
う
に
は

立
地
・
気
象
・
条
件
で
は
大
変
恵

ま
れ
て
い
る
、
た
だ
、
そ
の
恵
ま

れ
た
条
件
を
生
か
し
き
れ
て
い
な

い
、
私
に
言
わ
せ
れ
ば
、
無
駄
に

遊
ば
せ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
、
私
達
、

農
業
委
員
は
、
恥
ず
か
し
い
思
い

を
し
ま
し
た
。

　

現
地
視
察
終
了
後
、
天
童
温
泉

の
宿
舎
に
入
り
、
工
藤
先
生
と
二

時
間
ほ
ど
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
福
島
県
の
桑
折
町
農

業
委
員
会
を
訪
れ
、
桃
の
樹
園
地

を
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
樹
園
地
は
皇
太
子
殿
下
が
訪
れ

て
お
り
、
ま
た
、
毎
年
宮
家
へ
の

献
上
品
で
あ
る
こ
と
、
有
機
、
低

農
薬
栽
培
、
光
セ
ン
サ
ー
に
よ
る

選
別
が
自
慢
と
言
う
事
で
し
た
。

（
今
年
も
献
上
す
る
と
言
う
こ
と

で
し
た
。）

　

町
役
場
で
、
一
時
間
ほ
ど
研
修

後
、
阿
武
隈
川
沿
い
に
整
備
さ
れ

た
二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る

桃
畑
を
視
察
し
ま
し
た
が
、「
見

事
」
の
一
言
に
つ
き
ま
し
た
。

市
長
さ
ん
と
懇
談
会
を
し
ま
し
た

農
業
委
員
の
研
修
視
察
報
告

農
政
部
会
長　

海　

野　

鉄　

治

農
地
部
会
長　

藤　

澤　

通　

夫
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高
齢
化
が
進
み
、
農
業
従
事
者

が
減
少
す
る
昨
今
、
身
近
な
農
山

魚
村
に
お
け
る
農
林
漁
業
体
験

「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
が
話

題
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
り
ん
ご
を
栽
培

し
て
い
る
豊
田
地
域
で
は
、
平
成

十
四
年
か
ら
北
信
州
み
ゆ
き
農
協

が
中
心
と
な
り
、
社
団
法
人
全
国

農
協
観
光
協
会
と
「
ね
こ
の
手
援

農
隊
」 を
企
画
し
、り
ん
ご
の
収
穫

作
業
の
手
伝
い
ま
せ
ん
か
と
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
関
東
方
面
な
ど
か
ら

七
十
九
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
全
て
現
地
集
合
、
現

地
解
散
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し

て
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
企
画
の
宣
伝
に
つ
い
て
は
、

�
全
国
農
業
観
光
協
会
が
行
い
、

機
関
紙
、
新
聞
の
全
国
紙
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ラ
ジ
オ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
、
各
企
業
等
へ
募
集
案

内
を
配
布
し
、
地
元
受
け
入
れ
農

家
は
、
Ｊ
Ａ
み
ゆ
き
農
協
が
担
当

し
て
い
ま
す
。

　

私
の
家
で
は
、
平
成
十
四
年
秋

に
、
突
然
Ｊ
Ａ
北
信
州
み
ゆ
き
農

協
青
年
部
長
を
し
て
お
ら
れ
た
神

田
茂
貞
さ
ん
か
ら
「
都
会
か
ら
り

ん
ご
の
収
穫
作
業
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
来
て
く
れ
る
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
何
人
か
受
け
入
れ
て

ほ
し
い
。」と
言
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
世
代
で
は
、
他
人
を

仕
事
に
頼
ん
だ
経
験
も
無
く
、
ま

し
て
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
仕
事
を

し
て
く
れ
る
」
旅
費
は
自
分
で
出

し
て
や
っ
て
来
る
な
ど
、
考
え
も

及
ば
な
い
こ
と
で
し
た
。
そ
ん
な

こ
と
で
一
度
は
断
り
ま
し
た
が
、

二
度
、
三
度
の
要
請
が
あ
り
引
き

受
け
た
次
第
で
す
。

　

豊
田
地
区
の
「
ね
こ
の
手
援
農

隊
」
の
試
み
は
、
受
け
入
れ
農
家

の
申
し
込
み
が
少
な
く
、
Ｊ
Ａ
の

方
は
困
難
な
様
子
で
し
た
。
し
か

し
、
平
成
十
五
年
に
成
る
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
か
ら
「
り
ん
ご

の
摘
果
作
業
も
し
て
み
た
い
。」と

声
が
上
が
り
五
月
の
「
荒
摘
果
作

業
」、 十
一
月
の
「
収
穫
作
業
」
を

し
て
い
た
だ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
も
三
十
人
〜
四
十
人
と
な

り
、
班
編
成
も
三
班
〜
四
班
に
別

れ
、
一
ヶ
月
間
に
三
回
〜
四
回
と

益
々
増
え
る
ば
か
り
だ
そ
う
で
す
。

　

我
が
家
は
、
十
四
年
、
十
五
年

と
受
け
入
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
は

水
害
に
よ
り
受
け
入
れ
を
断
念
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
 「
ね
こ
の
手
援
農
隊
」の
方
々
の

宿
泊
は
飯
山
市
の
戸
狩
温
泉
に
あ

る
、
民
宿
に
泊
ま
り
ま
す
。
受
け

入
れ
農
家
は
昼
食
を
用
意
し
ま
す
。

　

二
日
目
の
夜
は
、
受
け
入
れ
農

家
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
で

豊
田
地
区
の
温
泉
で
交
流
会
を
開

催
し
作
業
の
感
想
を
語
り
合
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
は
、
農

家
の
大
変
さ
、
ま
た
、
自
然
と
田

舎
ム
ー
ド
な
ど
の
良
さ
を
、
実
感

し
て
帰
ら
れ
る
様
子
で
し
た
。

　

期
間
以
外
で
も
、
個
人
的
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
、
交
流

が
続
い
て
い
る
農
家
も
出
て
き
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
 「
ボ
ン
ン
テ
ィ
ア
」と
い
う
行
為

に
都
会
の
方
々
よ
り
、
田
舎
の
私

達
が
と
ま
ど
っ
て
い
る
姿
が
感
じ

ら
れ
る
、
そ
ん
な
気
が
し
ま
す
。

　

我
が
家
で
も
「
直
販
」
と
い
う

形
で
交
流
は
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
観
光
協
会
が
主
催
す
る
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、「
お
互
い
が
理
解

し
合
い
、
学
習
の
場
と
し
て
貴
重

な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
」
と
感
じ
ま
し
た
。

豊
田
地
区
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

豊
田
地
区
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
ね
こ
の
手
援
農
隊
）
受
け
入
れ
に
寄
せ
て

（
ね
こ
の
手
援
農
隊
）
受
け
入
れ
に
寄
せ
て

豊
田
地
区
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

豊
田
地
区
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
ね
こ
の
手
援
農
隊
）
受
け
入
れ
に
寄
せ
て

（
ね
こ
の
手
援
農
隊
）
受
け
入
れ
に
寄
せ
て

農
業
委
員　

高　

橋　

美
代
子

　

家
の
軒
先
よ
り
高
く
、
黄
色
に

咲
き
誇
る
ひ
ま
わ
り
。
春
に
種
を

い
た
だ
き
庭
先
に
ま
き
ま
し
た
。

朝
起
き
て
見
上
げ
る
花
に
「
お
は

よ
う
」
と
声
を
か
け
た
く
な
り
ま
す
。

　

昨
年
に
つ
づ
き
遊
休
荒
廃
地
利

用
で
農
業
委
員
と
花
を
咲
か
せ
る

会
の
人
達
と
の
共
同
作
業
で
田
麦

の
バ
イ
パ
ス
沿
に
二
種
類
の
種
を

ま
き
ま
し
た
。
合
併
し
て
農
業
委

員
の
数
も
四
十
名
と
多
い
せ
い
か

作
業
も
計
ど
り
雨
も
適
度
に
降
っ

て
く
れ
た
の
で
順
調
に
伸
び
て
花

も
み
ご
と
で
す
。（
台
風
十
四
号
で

ち
ょ
っ
と
…
）

　

九
月
始
め
背
丈
以
上
も
あ
る
コ

ス
モ
ス
と
ひ
ま
わ
り
の
草
刈
り
を

し
ま
し
た
。
道
行
く
人
も
車
か
ら

下
り
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
花

の
中
に
い
る
と
心
が
な
ご
み
、
心
が

あ
ら
わ
れ
る
想
い
が
し
ま
す
。
車
窓

か
ら
の
眺
め
だ
け
で
な
く
是
非
下
り

て
畑
の
花
に
触
れ
て
み
て
下
さ
い
。

　

い
ろ
い
ろ
な
機
関
で
遊
休
荒
廃

地
対
策
に
と
り
く
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
増
え
続
け
て
い
る
の
が
現
実

で
す
。
道
路
も
整
備
さ
れ
こ
ん
な

平
な
い
い
場
所
で
も
と
思
わ
れ
る

所
が
見
受
ら
れ
こ
れ
か
ら
の
日
本
、

い
や
子
供
や
孫
達
の
農
業 （
食
料
）に

不
安
を
感
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

咲
き
誇
る
コ
ス
モ
ス
と
ひ
ま
わ
り
畑

農
業
委
員　

清　

野　

久　

子

農業委員ってなにをしているの？
○基本的な仕事!!
　農業委員が担当している地区で、誰がどの土地を、どの
ような権利に基づいて耕作しているのか、きちんと把握
しておくことが何よりも基本的な仕事です。
○具体的な仕事!!
①農地の有効利用を進めるために農地の貸し借りや売買、
交換等の権利移動を促進する仕事
②農地の貸し手や借り手に関する情報や権利関係を管理す
る仕事
③農業経営等について農家の方に情報提供をする仕事
④農地の権利や利用に関する相談や事務処理に関わる仕事
⑤農業の生産、経営や生活について調査や研究をする仕事

今回、 農業委員会等に関する法律が変わり、 今までより、
農家に直接関わりある仕事ができるようになりました。
改正後
１農地等として利用すべき土地の農業上の利用の確保に関
する事項
２農地等の利用の集積その他農地等の効率的な利用の促進
に関する利用
３法人化その他農業経営の合理化に関する事項
４農業生産、農業経営及び農民生活に関する調査及び研究
５農業及び農民に関する情報提供
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集集

後後

記記

　

豊
田
村
と
中
野
市
が
合
併
し
て
、

委
員
数
が
四
十
名
の
大
世
帯
と
な

り
六
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
お
互

い
に
親
睦
を
深
め
な
が
ら
、
活
発

な
意
見
が
出
さ
れ
て
充
実
し
た
運

営
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

大
型
台
風
十
四
号
が
日
本
海
を

北
上
し
て
風
害
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
中
野
市
で
は
一
億
数
千
万
円

と
云
う
被
害
が
報
道
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
特
に
梨
の
被
害
が
多
く
風

に
弱
い
面
が
出
ま
し
た
。
農
産
物

の
価
格
が
低
迷
す
る
中
で
農
家
も

大
変
な
時
代
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

後
継
者
不
足
と
高
令
化
時
代
を

迎
え
ま
し
た
が
、
健
康
に
留
意
さ

れ
ま
し
て
お
互
い
に
ガ
ン
張
り
ま

し
ょ
う
。

１
優
良
農
地
の
確
保
と
有
効
利
用

等
に
向
け
た
行
政
委
員
会
と
し

て
の
機
能
の
発
揮

◎
行
政
委
員
会
と
し
て
の
農
地
行

政
の
適
正
実
施
の
取
り
組
み

（　

年
度
〜
）

17
①
農
業
・
農
村
現
場
で
の
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
（
遊
休

農
地
・
無
断
転
用
等
の
点
検
）

②
遊
休
農
地
の
是
正
に
関
す
る

指
導

③
農
業
生
産
法
人
の
報
告
徴
収

と
要
件
充
足
の
た
め
の
指
導

④
農
地
基
本
台
帳
の
電
子
化
及

び
地
図
情
報
化
に
よ
る
事
務

処
理
の
効
率
化
と
農
地
情
報

の
適
切
な
提
供
等

２
構
造
政
策
へ
の
積
極
的
取
り
組

み
◎
構
造
政
策
巣
信
へ
の
取
り
組
み

（　

年
度
〜
）

17
①
認
定
農
業
者
の
掘
り
起
こ
し

（
再
認
定
を
含
む
農
業
経
営

改
善
計
画
へ
の
協
力
）
と
計

画
達
成
に
向
け
た
相
談
・
支

援
活
動
（
農
業
経
営
の
法
人

化
、
家
族
経
営
協
定
の
推
進

等
）

②
認
定
農
業
者
等
と
の
意
見
交

換
会
や
組
織
化
の
推
進
（
建

議
・
意
見
の
公
表
等
に
反
映
）

③
認
定
農
業
者
等
へ
の
農
地
利

用
集
積
の
促
進
（
平
成　

年
22

度
２
８
２
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
目

標
）

④
農
業
者
年
金
の
啓
発
普
及
と

加
入
推
進
（　

万
人
目
標
）

10

３
市
村
合
併
等
を
踏
ま
え
た
組
織

体
制
の
整
備
・
効
率
化

◎
組
織
体
制
の
整
備
と
効
率
化

（　

年
度
〜
）

17
①
第　

回
農
業
委
員
統
一
選
挙

19
（
平
成　

年
７
月
）
で
の
女

17

性
・
青
年
農
業
者
及
び
認
定

農
業
者
の
選
挙
委
員
へ
の
立

候
補
促
進
、
選
任
委
員
へ
の

登
用
の
促
進
（
平
成　

年
度

17

中
）

◇
一
委
員
会
当
た
り
複
数
の
女

性
農
業
委
員
と
認
定
農
業
者

の
農
業
委
員
の
割
合　

％
を

20

目
標

②
農
家
戸
数
・
農
地
面
積
等
の

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
農

業
委
員
定
数
の
適
正
確
保

③
農
業
委
員
の
地
区
担
当
制
と

活
動
記
録
づ
く
り
の
徹
底

④
農
業
委
員
会
の
広
域
連
携
シ

ス
テ
ム
の
確
立

　

①
農
業
委
員
会
の
協
力
体
制

の
整
備

　

昨
年
の　

月　

日
に
開
催
さ
れ
た
都
道
府
県
農
業
会
議
会
長
会
議

11

11

に
お
い
て
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
、
同
政
令
、
同
省
令
の
施
行
及
び
施
行
通
知
を
踏
ま
え
た
「
新
時

代
の
農
業
委
員
会
組
織
・
活
動
の
改
革
に
向
け
た
組
織
対
応
方
針
」

並
び
に
「
新
農
委
組
織
活
動
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
の
で
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

新 
・ 
農
業
委
員
組
織
活
動
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
要
旨
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始
め
よ
う
と
す
る
意
欲
の
あ
る
人
集
ま
れ�

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
政
策
上
必
要
面
積
に
達
し
て
い
な
い
人
、

例
え
ば　

ａ
位
で
も
賃
借
が
で
き
る
様
に
農
用
地
等
流
動
化
基
準
内

10

規
を
定
め
、
農
業
を
始
め
た
い
と
い
う
意
欲
の
あ
る
人
に
農
作
業
の

道
を
開
き
、「
命
を
育
む
中
野
市
農
業
」
の
一
役
を
担
っ
た
り
遊
休

荒
廃
農
地
を
無
く
す
た
め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

お
願
い
す
る
の
は
ど
ん
な
人
達�

　

遊
休
荒
廃
農
地
の
解
消
や
農
地
の
有
効
利
用
を
進
め
る
た
め
、
新

た
に
農
業
を
始
め
よ
う
と
す
る
人
や
Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
、
定
年

退
職
後
農
業
を
や
っ
て
み
よ
う
と
考
え
て
い
る
人
に
解
り
易
く
す
る

た
め
、
農
業
政
策
上
必
要
面
積
に
達
し
て
い
な
く
て
も
提
出
い
た
だ

く
営
農
計
画
書
が
、
農
業
委
員
会
で
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
ま
す

と
、
賃
借
権
が
設
定
で
き
る
よ
う
、
農
用
地
等
流
動
化
基
準
内
規
を

定
め
ま
し
た
。

　

希
望
さ
れ
る
方
や
、
も
う
少
し
内
容
を
お
聞
き
に
な
り
た
い
方
は
、

ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
担
当
地
区
の
農
業
委
員
か

農
業
委
員
会
事
務
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

農
用
地
等
流
動
化
基
準
内
規

�
 
新
規
就
農
希
望
者
（
新
た
に
農
業
経
営
を
行
お
う
と
す
る
（
農
業

生
産
法
人
を
含
む
））
者
で
、
市
内
で
新
た
に
農
業
を
営
む
予
定
者

の
う
ち
、
別
表
一
に
定
め
る
基
準
面
積
を
目
標
に
し
た
営
農
計
画
書

が
提
出
さ
れ
、
特
に
農
業
委
員
会
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
た
者
。

�
 
中
野
市
農
業
経
営
基
盤
の
強
化
の
促
進
に
関
す
る
基
本
構
想（
平
成

　

年　

月
）
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
た
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
り

14

11

取
得
す
る
権
利
は
、
賃
借
権
及
び
使
用
賃
借
権
と
す
る
。

�
 �
で
取
得
し
た
権
利
の
農
地
は
農
業
用
施
設
用
地
以
外
の
転
用
は

認
め
な
い
。

�
 
提
出
さ
れ
た
営
農
計
画
書
に
違
反
し
て
い
る
と
農
業
委
員
会
が
決

定
し
た
と
き
は
、
取
得
し
た
権
利
の
設
定
を
速
や
か
に
解
除
す
る
。

�
 
こ
の
内
規
に
な
い
事
実
が
発
生
し
た
時
は
、そ
の
都
度
関
係
者
で
協

議
す
る
。

（�
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38

 《「
命
を
育
む
中
野
市
農
業
」》
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